
［PICK UP］
「みよしことばフェスタ」開催！
［新連載］
シリーズ税 vol.1
国民健康保険の大切な財源「国民健康保険税」

三次観光イメージキャラクター
『きりこちゃん』

2012書道パフォーマンス・カーター大会inこうぬ（ジミー・カーターシビックセンター）
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「人と人」、
「地域と人」を結ぶ情報誌

広報みよし

No.105



　
　
　

２
０
１
２
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
カ
ー
タ
ー
大
会
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こ
う
ぬ（
ジ
ミ
ー
・
カ
ー
タ
ー
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
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C O N T E N T S

子
育
て
応
援
隊

み
ん
な
の
保
険

青
少
年
育
成
だ
よ
り

知
っ
得
情
報

消
費
者
の
味
方

Ａ
Ｒ
Ｔ 

Ｔ
Ｉ
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Ｅ
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き
り
こ
ち
ゃ
ん
の
お
で
か
け
ガ
イ
ド

た
だ
い
ま
募
集
中

訓
練
講
座

ス
ポ
ー
ツ
大
好
き

図
書
館
へ
行
こ
う
！

主
な
行
事
ほ
か

み
よ
し
再
発
見

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

シ
リ
ー
ズ 

「
税
」

シ
リ
ー
ズ 

医
療
費
控
除

知
っ
て
か
ら
や
る
獣
害
対
策

新
し
い「
三
次
市
総
合
計
画
」の
策
定
に
向
け
て

進
め
ま
す
！
行
財
政
改
革

市
民
ホ
ー
ル
建
設
に
向
け
て

ま
す
だ
の
つ
ぶ
や
き

み
よ
し
フ
ォ
ト
パ
レ
ッ
ト

シ
リ
ー
ズ
「
学
校
」

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら

と
も
え
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

す
こ
や
か
情
報
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11
月
17
日
㈯
、日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る「
書
」を
通
じ
て
新

し
い“
出
会
い
”や“
つ
な
が
り
”を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
に
、

「
２
０
１
２
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
カ
ー
タ
ー
大
会
in
こ
う

ぬ
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。第
2
回
目
と
な
る
今
回
は
、前
回
を

上
回
る
8
組
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、概
ね
10
人
以
上
の
チ
ー
ム
で
、1
枚
の
人じ
ん
絹け
ん
と

呼
ば
れ
る
畳
約
13
枚
分
の
大
き
な
用
紙
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ

を「
書
」で
表
現
し
、そ
の
演
技
と
作
品
を
披
露
す
る
も
の
で
す
。

　
迫
力
あ
る
演
技
と
素
晴
ら
し
い
作
品
の
数
々
に
、会
場
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

※�

写
真
は
地
元「
日
彰
館
高
等
学
校

書
道
部
」の
演
技
の
様
子

入場無料
※託児あり

「
み
よ
し
こ
と
ば
フ
ェ
ス
タ
」開
催
！

「
あ
ら
し
の
よ
る
に
」の
作
者

き
む
ら
　
ゆ
う
い
ち 

さ
ん
を
招
い
て

PICK
UP ぴっく

あっぷ
●
と　
き

　
平
成
25
年
２
月
９
日
㈯

　
13
時
～
（
受
付
12
時
30
分
～
）

●
と
こ
ろ　

�

み
よ
し
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

●
プ
ロ
グ
ラ
ム

講
　
演

�「
絵
本
と
こ
と
ば
の
教
育
の
大
切
さ
」

　
～
読
書
教
育
推
進
に
つ
い
て
～

�

講
師
：
き
む
ら
　
ゆ
う
い
ち　
さ
ん

み
よ
し
こ
と
ば
フ
ェ
ス
タ
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

　
表
彰
式
・
作
品
発
表

　
市
内
小
・
中
学
生
の
優
れ
た
作
品
の
紹
介

子
ど
も
司
書
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
会

問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
教
育
指
導
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
８
７　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
８
８

　

gakkou@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

き
む
ら 

ゆ
う
い
ち
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

「
あ
ら
し
の
よ
る
に
」を
は
じ
め
、
絵
本
を
多
数
出

版
。
同
作
品
は
、
平
成
17
年
に
映
画
化
さ
れ
、
日

本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
を
受
賞
。
脚
本
も
担
当
。
平
成

24
年
に
Ｔ
Ｖ
ア
ニ
メ
化
、
11
月
に
映
画
化
さ
れ
る
。 「あらしのよるに」ⓒきむらゆういち/TV PARTNERS

ジ
ミ
ー
・
カ
ー
タ
ー
平
和
大
賞

安
田
女
子
大
学 

文
学
部 

書
道
学
科

甲
奴
観
光
協
会
賞

広
島
県
立
五
日
市
高
等
学
校 

書
道
部

敢
闘
賞
①

広
島
市
立
基
町
高
等
学
校 

書
道
部

敢
闘
賞
②

広
島
県
立
福
山
明
王
台
高
等
学
校 

書
道
部

奨
励
賞

広
島
県
立
日
彰
館
高
等
学
校 

書
道
部

ユ
ー
モ
ア
賞

広
島
市
立
安
佐
北
中
学
・
高
等
学
校 

書
道
部

ア
メ
リ
カ
ス
市
賞

広
島
県
立
神
辺
旭
高
等
学
校 

書
道
部

感
謝
状

書
道
家 

外そ
と
林ば
や
し

省し
ょ
う

二じ

先
生（
招
待
）
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　市では、芸術文化・スポーツの各分野で、
目標に向かって絶え間ない努力のもとチャ
レンジし、他の模範として推奨できる成果・
成績を収めた方を顕彰します。

P
ピ ッ ク

ICK U
ア ッ プ

P S
ス タ ー ズ

TARS'12�「熱き挑戦者たち」を募集します！

〜芸術・文化・スポーツでがんばり、輝いている人をたたえます〜

三次市芸術文化・スポーツ顕彰者

総務部秘書広報課秘書広報係� 〒728-8501　三次市十日市中二丁目８番１号
☎（0824）62-6103　 （0824）62-6223　 hisyo@city.miyoshi.hiroshima.jp

提　出・
問い合わせ先

★顕彰の種類　芸術文化賞、スポーツ賞
★�顕彰の対象　「三次市芸術文化・スポーツ顕彰要綱」
に基づき、市内に在住または通勤・通学する個人お
よび団体で、平成24年１月１日～12月31日までの
間に、他の模範として推奨できる成果・成績を収め
ていること。
★顕彰の時期　平成25年３月上旬頃
　※顕彰式で、賞状、盾を贈呈します。
★�推 薦 方 法　秘書広報課、各支所、各小中学校に備
え付けの推薦書に記入していただき、関係資料等を
添付の上、平成25年１月18日（金）までに、郵送ま
たは持参してください。
　※推薦書は、市ホームページからもダウンロードできます。
★�選考・決定　「三次市芸術文化・スポーツ顕彰者選
考委員会」で審議し、決定します。

南
部
四
町
の
産
品
を
紹
介
す
る
カ
タ
ロ
グ

「
う
ま
い
も
の
読
本
」が

で
き
ま
し
た

　
三
次
市
南
部

地
域
食
ブ
ラ
ン

ド
育
成
協
議
会

は
、
広
島
県
新

し
い
公
共
の
場
づ
く
り
の
た
め
の
モ
デ

ル
事
業
の
支
援
を
受
け
て
、
三
次
市
の

食
文
化
や
産
品
を
核
と
し
た
三
次
市

南
部
四
町
認
定
ブ
ラ
ン
ド「
皆
が
よ
し

三
次
」
を
立
ち
上
げ
、
自
慢
の
品
々
を

紹
介
す
る
カ
タ
ロ
グ「
う
ま
い
も
の
読

本
」を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
昨
年
か
ら
、
事
業
実
施
主
体
で
あ
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
ま
な
み
大
学
が
中
心
と

な
っ
て
、吉
舎
町
、三
良
坂
町
、三
和
町
、

甲
奴
町
の
エ
リ
ア
で
産
品
の
生
産
や
販

売
を
し
て
い
る
事
業
者
が
連
携
し
、
地

域
ブ
ラ
ン
ド
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
や
新

た
な
産
品
の
開
発
や
改
良
を
行
う
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
、
試
食
販
売
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
地
域
の
食
文
化
に
関
す
る
情
報
が
詰

ま
っ
た
カ
タ
ロ
グ
を
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
振
興
部
企
画
調
整
課
企
画
調
整
係
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７

　

kikaku@city.miyoshi.hiroshima.jp

広告
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個人情報保護・情報開示に関して、詳しくは、市ホームページをご覧ください。

三次市個人情報保護条例第 53条の規定により、個人情報保護制度の運用状況を公表します。

三次市情報公開条例第 24条の規定により、情報公開制度の運用状況を公表します

個人情報保護制度

情報公開制度

●個人情報ファイルの届出状況（平成 24年 10月１日現在）	 （単位：件）

実施機関 部　局 件数 部　局 件数 実施機関 件数

市　長

総 務 部 8 総 合 窓 口 セ ン タ ー 42 議 会 3
財 務 部 27 福 祉 保 健 部 53 教 育 委 員 会 23
地 域 振 興 部 8 子 育 て 支 援 部 15 農 業 委 員 会 3
君 田 支 所 0 市 民 病 院 部 3 選 挙 管 理 委 員 会 4
布 野 支 所 0 産 業 部 13 監 査 委 員 0
作 木 支 所 0 建 設 部 13 公 平 委 員 会 0
吉 舎 支 所 0 水 道 局 34 固 定 資 産 評 価

審 査 委 員 会 0
三 良 坂 支 所 1 会 計 課 0
三 和 支 所 1 企 業 誘 致 課 0
甲 奴 支 所 0 小　計 218 小　計 33

合　計　　　251

●個人情報の開示請求件数（平成 23年度）	 （単位：件）
区 分

実施機関
開示

請求件数 決定件数 処理状況
開示 部分開示 不開示 不存在 取下げ

市　　　長 ２ ２ ０ ２ ０ ０ ０
　※訂正・利用停止・消去の請求はありませんでした。

　個人情報ファイルとは、市の職員が職務上作成し、または取得した個人情報の集合物で、一定の事務の目
的を達成するために特定の個人情報を容易に検索できるように体系的に構成したものです。
　市民の皆さんは、個人情報ファイル目録をいつでも閲覧することができます。これにより、どのような対
象の人の、どんな情報が、どういう目的で、どのように収集されているか等を知ることができます。

■個人情報ファイル目録の閲覧

■運用状況の公表

■運用状況の公表

●開示請求件数について（平成23年度）	 （単位：件）

区 分
実施機関

開示
請求件数 決定件数

処理状況
開示 部分開示 不開示 不存在 取下げ

市　　　長 32 36 18 14 ０ ４ ０
教育委員会 14 27 7 7 ６ ７ ０

合 計 46 63 25 21 ６ 11 ０
※�上記以外の実施機関（議会、農業委員会、選挙管理委員会、監査委員、公平委員会、固定資産評価審査委員会）については、請求は

ありませんでした。
※１件の申請で複数の情報を請求された場合、複数の決定をした場合があります。
※�「不開示」および「部分開示」は、個人に関する情報、法人その他の団体等に関する情報であって、当該団体の正当な利益を害する

おそれがあるもの、市や国の審議、検討または協議に関する情報であって、意思決定の中立性が不当に損なわれるおそれがあるもの
について、不開示および部分開示としたものです。

個人情報保護と情報公開の運用状況

問い合わせ先　総務部総務課行政係
� ☎（0824）62-6153　 （0824）62-6137　 soumu@city.miyoshi.hiroshima.jp
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下
水
道
は
、「
汚
れ
た
水
」を「
き
れ
い
な
水
」

に
よ
み
が
え
ら
せ
て
自
然
に
戻
す
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
役
割
を
果
た
す
た
め
に
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
は
し
尿
や
生
活
排
水
を
下
水

道
・
農
業
集
落
排
水
へ
流
す
た
め
の
接
続
工
事

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
、
市
は
下
水
道
等
の
施

設
に
お
け
る
適
正
な
維
持
管
理
を
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

　
三
次
市
の
下
水
道
接
続
率
は
、
下
水
道
が
整
備

さ
れ
た
区
域
内
の
人
口
の
64
％
程
度
、
農
業
集
落

排
水
に
つ
い
て
は
76
％
程
度
と
低
迷
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
接
続
率
を
向
上
さ
せ
、
生
活
環

境
の
改
善
、
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
、
下
水

道
等
の
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理
に
必
要
な
使

用
料
収
入
の
確
保
を
目
的
に
、
１
月
を「
下
水

道
接
続
強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
」と
し
て
、
下

水
道
・
農
業
集
落
排
水
へ
の
接
続
促
進
の
た
め
、

市
職
員
が
一
斉
行
動
と
し
て
戸
別
訪
問
を
行
い

ま
す
の
で
、ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
実
施
期
間　
平
成
25
年
1
月
9
日
㈬
～
31
日
㈭

●
対
象
地
域

　

公
共
下
水
道
　
三
次
処
理
区（
三
次
町
）

　

�

農
業
集
落
排
水　

三
和
町（
全
域
各
処
理

区
）・
三
良
坂
町（
仁
賀
・
田
利
・
皆
瀬
地
区
）・

吉
舎
町（
敷
地
地
区
）の
一
部

問
い
合
わ
せ
先　
水
道
局
下
水
道
課
管
理
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
５
１

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
５
６

　

gesuidou@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

　
市
民
生
活
課
市
民
窓
口
係（
東
館
１

階
）
で
は
、
毎
週
土
・
日
曜
日
に
、
一

部
の
業
務
に
限
定
し
て
休
日
窓
口
業
務

を
行
っ
て
い
ま
す
。
年
末
年
始
の
窓
口

業
務
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

年
末
の
休
日
窓
口
業
務
日

　
12
月
29
日（
土
）・
30
日（
日
）

年
始
の
業
務
開
始
日

　
平
成
25
年
1
月
4
日（
金
）

休
日
窓
口
の
開
庁
時
間

　
8
時
30
分
～
12
時
、
13
時
～
17
時
15
分

休
日
窓
口
で
取
り
扱
う
業
務

●
住
民
票
の
写
し
の
交
付

●
戸
籍
謄
抄
本
の
交
付

●
戸
籍
に
関
す
る
届
出
の
仮
受
付

●
印
鑑
登
録
証
明
書
の
交
付

●
印
鑑
登
録
お
よ
び
印
鑑
登
録
廃
止
届
出

●
埋
火
葬
許
可
お
よ
び
斎
場
使
用
許
可

●�

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
受
付
お
よ
び
交

付
●�

転
居
や
転
入
な
ど
の
住
民
異
動
届
の

受
付

問
い
合
わ
せ
先

　
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
市
民
生
活
課

�

市
民
窓
口
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
３
８

　

（
０
８
２
４
）６
３

－

２
８
０
９

　

shimin@city.miyoshi.hiroshima.jp

　
気
温
が
-4
℃
以
下
の
厳
し
い
寒
さ

に
な
る
と
防
寒
の
不
完
全
な
水
道
管

は
凍
り
や
す
く
、
水
道
管
が
凍
る
と

水
が
出
に
く
く
な
る
ば
か
り
で
な

く
、破
裂
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

破
裂
事
故
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
、

水
道
管
の
凍
結
防
止
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

※�

特
に
、
気
象
予
報
で
低
温
注
意
報
が
発
令
さ
れ

る
と
要
注
意
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
水
道
局
水
道
課
営
業
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

４
８
４
３

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

８
１
１
１

　

suidou@city.miyoshi.hiroshima.jp

１
月
は
下
水
道
接
続
強
化

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
月
間
で
す
！

市
職
員
が
戸
別
訪
問
し
ま
す

年
末
年
始
の

窓
口
業
務
の
ご
案
内

水
道
管
を
寒
さ
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
！

※�

急
に
熱
湯
を
か
け
る
と
水
道
管
が
破
裂
し
た
り
、

ひ
び
割
れ
を
お
こ
す
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

※�

凍
結
で
す
で
に
水
道
管
が
破
損
し
て
い
た
場
合
、

解
凍
す
る
こ
と
で
漏
水
が
発
生
し
ま
す
。
利
用

す
る
前
に
漏
水
の
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

凍
り
や
す
い
と
こ
ろ

◎�

家
の
北
側
な
ど
で
日
光
の
当
た
ら
な

い
と
こ
ろ
に
あ
る
水
道
管

◎�

風
当
た
り
の
強
い
場
所
に
あ
る
水
道
管

◎�

屋
外
で
む
き
だ
し
に
な
っ
て
い
る
水

道
管

予
防
方
法

◎�

水
道
管
に
保
温
材
（
毛
布
や
布
切
れ

で
代
用
可
）
を
巻
き
つ
け
、
下
の
ほ

う
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
な
ど
で
す

き
間
な
く
巻
い
て
く
だ
さ
い
。

◎�

万
が
一
に
備
え
、
や
か
ん
や
ポ
ッ
ト
、

浴
槽
な
ど
に
、
く
み
置
き
を
し
て
お

く
と
安
心
で
す
。

◎�

水
道
管
が
凍
っ
た
と
き
は
、
蛇
口
を

開
け
、
凍
っ
た
部
分
に
タ
オ
ル
な
ど

を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
ぬ
る
ま
湯

を
ゆ
っ
く
り
と
、
ま
ん
べ
ん
な
く
か

け
て
く
だ
さ
い
。

◎�

水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き
は
、
メ
ー

タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
に
あ
る
バ
ル
ブ
を

閉
め
、
破
裂
し
た
部
分
に
タ
オ
ル
な

ど
を
巻
き
つ
け
応
急
措
置
を
し
、
三

次
市
指
定
水
道
工
事
店
へ
修
理
を
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、メ
ー
タ
ー

ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
、
雪
か
き
を
し
た

雪
を
積
み
上
げ
な
い
よ
う
に
し
て
く

だ
さ
い
。

も
し
も
の
と
き
は

◎�

宅
地
内
の
給
水
設
備
の
修
理
費
用

は
、
利
用
者
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
凍
結
に
よ
る
漏
水
な
ど
に

よ
る
水
道
料
金
の
減
免
は
で
き
ま
せ

ん
。
凍
結
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、

早
め
の
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

宅
地
内
の
給
水
設
備
の

修
理
費
用
等
は
…
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市
で
は
、「
三
次
市
空
き
家
情
報
バ

ン
ク
制
度
」に
よ
り
、
空
き
家
の
登
録・

情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
田
舎
ぐ

ら
し
へ
の
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
か
ら
、「
空

き
家
を
利
用
し
た
い
」
と
い
う
声
が
三

次
市
へ
も
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ

て
い
る
物
件
が
少
な
く
、
利
用
希
望
者

の
思
い
に
応
え
き
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
住
宅
が
空
き
家
に
な
る
と
、
わ
ず
か

な
期
間
で
傷
み
が
進
み
ま
す
。
空
き
家

を
有
効
活
用
し
て
、地
域
の
活
性
化
に
、

ぜ
ひ
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。
ま
ず
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
Ｊ
Ｒ
三
江
線
の
沿
線
市
町
な
ど
で
構

成
す
る「
三
江
線
活
性
化
協
議
会
」
で

は
、
少
子
高
齢
化
・
過
疎
化
な
ど
に
よ

り
利
用
者
が
減
っ
て
い
る
Ｊ
Ｒ
三
江
線

の
利
用
促
進
を
図
る
た
め
、
現
行
の
鉄

道
ダ
イ
ヤ
に
加
え
て
、
バ
ス
に
よ
る
増

便
社
会
実
験
を
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
米
子
支

社
と
共
同
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　
12
月
か
ら
は
、
利
用
者
か
ら
の
要
望

も
あ
り
、
更
に
６
便
を
増
便
し
、
よ
り

便
利
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
三
次
市
と
包
括
協
定
を
締
結
し
て
い

る
広
島
大
学
か
ら
講
師
を
お
迎
え
し
、

自
然
・
景
観
や
食
事
、
旅
先
で
出
会
う

人
々
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
旅
の
楽

し
み
、地
域
づ
く
り
、グ
リ
ー
ン・ツ
ー

リ
ズ
ム（
田
舎
体
験
な
ど
）に
つ
い
て
、

お
話
を
し
て

い
た
だ
き
ま

す
。

　
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ

さ
い
。

●
と　
き　
12
月
22
日（
土
）

�

13
時
30
分
～
15
時

●
と
こ
ろ　
川
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

●
講　
師　
広
島
大
学
大
学
院

�

総
合
科
学
研
究
科

　
准
教
授 

フ
ン
ク
・
カ
ロ
リ
ン 

先
生

※
参
加
費
無
料
、
事
前
申
し
込
み
不
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
振
興
部
企
画
調
整
課
企
画
調
整
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
１
５

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
３
７

　

kikaku@city.miyoshi.hiroshima.jp

●
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
る
と

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
担
当
窓
口
で
ご

紹
介
し
ま
す
。

●
登
録
方
法

　
「
三
次
市
空
き
家
情
報
バ
ン
ク
登
録

申
請
書
」に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

観
光
交
流
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

詳
し
く
は
、
市
役
所
本
庁
・
各
支
所
で
配
布
し
て
い
る

チ
ラ
シ
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（「
定
住
情
報
」
内
）
を

参
照
し
て
い
た
だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
地
域
振
興
部
観
光
交
流
課
定
住
交
流
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
２
９

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
３
７

　

kankou@city.miyoshi.hiroshima.jp

　
通
勤
や
買
い
物
、
通
院
、
観
光
な
ど

で
、
ぜ
ひ
Ｊ
Ｒ
三
江
線
を
利
用
し
て
い

た
だ
き
、
Ｊ
Ｒ
三
江
線
の
維
持
・
活
性

化
に
ご
協
力
を
お
願
し
ま
す
。

※�

新
た
な
ダ
イ
ヤ
に
つ
い
て
の
詳
細
は
、

市
役
所
本
庁
・
各
支
所
等
へ
備
え
付

け
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
増
便
内
容

　
（
現
行
の
17
便
に
加
え
て
）

【
上
り
】三
次
方
面
→
江
津
方
面

・
浜
原
９
時
20
分
～
江
津
10
時
53
分

・
三
次
10
時
30
分
～
浜
原
12
時
29
分

・
口
羽
15
時
30
分
～
浜
原
16
時
26
分

・
浜
原
17
時
50
分
～

�

石
見
川
本
18
時
26
分

【
下
り
】江
津
方
面
→
三
次
方
面

・
浜
原
13
時
～
口
羽
13
時
56
分

・
口
羽
20
時
20
分
～
三
次
21
時
21
分

問
い
合
わ
せ
先

　
三
江
線
活
性
化
協
議
会
事
務
局

�

（
邑
智
郡
町
村
会
事
務
局
内
）

　
☎（
０
８
５
５
）７
２

－

０
０
１
５

　

（
０
８
５
５
）７
２

－

０
５
３
６

あ
な
た
の
空
き
家
を

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
に
登
録
し
ま
せ
ん
か
？

Ｊ
Ｒ
三
江
線
の
バ
ス
が
12
月
か
ら
さ
ら
に
増
便
！

み
ん
な
で
Ｊ
Ｒ
三
江
線
を
利
用
し
ま
し
ょ
う

講
演
会「
グ
リ
ー
ン･

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は

だ
れ
が
、ど
こ
で
、な
に
を
し
に
来
る
？
」を
開
催
し
ま
す
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●
提
出
方
法

　
持
参
、郵
送
ま
た
は
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ（
エ

ル
タ
ッ
ク
ス
：
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス

テ
ム
）に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ（

 http://www.eltax.jp/

）

個
人
住
民
税（
個
人
市
民
税
・
県
民
税
）

は
特
別
徴
収
で
納
め
ま
し
ょ
う
！

　
今
年
度
か
ら
、
広
島
県
と
県
内
す
べ
て

の
市
町
で
、
県
内
一
斉
に
個
人
住
民
税
の

特
別
徴
収
の
適
正
実
施
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。ご
理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

　
財
務
部
課
税
課
市
民
税
係

　
〒
７
２
８

－

８
５
０
１

　
三
次
市
十
日
市
中
二
丁
目
８
番
１
号

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
２
２

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
４
５

　

kazei@city.miyoshi.hiroshima.jp

　
ま
た
は
各
支
所
総
合
調
整
係

　

農
業
所
得
の
あ
る
方
は
、
農
業
に
関
す
る

収
入
と
支
出
の
わ
か
る
預
貯
金
通
帳
・
請
求

書
・
領
収
証（
レ
シ
ー
ト
）な
ど
を
整
理
し
、

農
業
所
得
収
支
計
算
月
別
集
計
表（「
広
報

み
よ
し
」
1
月
号
に
折
り
込
み
予
定
）
を
作

成
し
て
、申
告
会
場
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

月
別
集
計
表
が
整
理
さ
れ
て
い
な
い
と
申
告
相
談
受

付
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
利
用

料
や
土
地
改
良
費
償
還
金
な
ど
の
必
要
経

費
、
野
菜
の
出
荷
金
額
、
米
の
売
上
代
金
、

共
済
の
補
償
金
・
戸
別
所
得
補
償
・
中
山
間

交
付
金
な
ど
の
収
入
に
つ
い
て
も
、
資
料
を

集
め
て
月
別
集
計
表
を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

　
収
支
計
算
の
方
法
や
集
計
の
仕
方
な
ど
が

わ
か
ら
な
い
方
は
、
確
定
申
告
が
始
ま
る
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

間
違
え
や
す
い
例

●�

農
業
委
員
手
当
、
Ｊ
Ａ（
農
協
）
や
共
済

組
合
の
協
力
委
員
手
当
な
ど

　

⇒

給
与
所
得
に
計
上

●��

農
業
法
人
か
ら
の
従
事
分
量
配
分
金

　
農
業
所
得
の
あ
る
方

　

⇒

農
業
所
得
の
雑
収
入
に
計
上

　
農
業
所
得
の
な
い
方

　

⇒

給
与
所
得（
賃
金
）に
計
上

問
い
合
わ
せ
先

　
財
務
部
課
税
課
市
民
税
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
２
２

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
４
５

　

kazei@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

　
ま
た
は
各
支
所
総
合
調
整
係

確
定
申
告
の
際
は

農
業
所
得
収
支
計
算
の

集
計
を
お
願
い
し
ま
す

⑥住民税を納入（翌月 10日まで）

従
業
員 

（
納
税
義
務
者
）

事
業
主 

（
特
別
徴
収
義
務
者
）

市　

町

特別徴収の納税のしくみ

⑧「特別徴収税額変更通知書」送付（随時）

⑦退職者などの届出（随時）

②
税
額
の
計
算

③「特別徴収税額」の通知（特別徴収
義務者の指定）（５月 31日まで）

⑤住民税を給与から差し引き
　（６月分から翌年５月分まで）

④「特別徴収税額」の通知（納
税義務者用）（５月31日まで）

①「給与支払報告書」の提出
　（１月 31日まで）

給
与
支
払
報
告
書
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す

　
事
業
主
は
、
従
業
員
や
雇
人（
家
族

な
ど
の
青
色
専
従
者
を
含
む
）
に
対

し
、
給
与・賃
金・賞
与
な
ど
を
支
払
っ

た
場
合
、支
払
い
を
受
け
る
方
ご
と
に
、

そ
の
年
の
支
払
額
な
ど
を
記
載
し
た
給

与
支
払
報
告
書
を
市
へ
提
出
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
事
業
主
は
、
正
規
社
員
・
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
・
日
雇
い
・
退
職
者
な
ど

が
お
ら
れ
る
場
合
は
、
個
人
・
法
人
を

問
わ
ず
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

提
出
が
遅
れ
る
と
税
額
な
ど
に
影
響
し
、
従
業
員

や
雇
人
に
不
利
益
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
提
出
期
限

　
平
成
25
年
1
月
31
日（
木
）必
着

※�

で
き
る
だ
け
平
成
25
年
1
月
21
日
（
月
）
ま
で
に

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
提
出
書
類

　

�

平
成
25
年
度（
平
成
24
年
分
）
給
与

支
払
報
告
書

　

�（
総
括
表
・
仕
切
紙
・
個
人
別
明
細

書
の
セ
ッ
ト
）

※�

特
別
徴
収
と
普
通
徴
収
（
退
職
者
な
ど
）
の
区
分

を
必
ず
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

　
従
業
員
は
、
金
融
機
関
等
に
出
向
い
て

納
税
す
る
手
間
が
省
け
、
納
付
を
忘
れ
て

滞
納
や
延
滞
金
が
か
か
っ
た
り
す
る
心
配

が
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
給
与
特
別
徴
収

は
、
納
期
が
年
12
回
な
の
で
、
納
付
書
納

付
な
ど
の
普
通
徴
収
の
年
4
回
に
比
べ
て
、

1
回
当
た
り
の
納
税
額
が
少
な
く
な
り
負

担
が
軽
く
な
り
ま
す
。

　
今
ま
で
に
給
与
特
別
徴
収
を
さ
れ
た
こ

と
が
な
い
事
業
主
の
方
は
、
平
成
25
年
度

か
ら
特
別
徴
収
の
実
施
を
お
願
い
し
ま
す
。

給
与
特
別
徴
収
の
メ
リ
ッ
ト
は

給
与
特
別
徴
収
と
は

　
事
業
主
が
、
所
得
税
の
源
泉
徴
収
と
同

じ
よ
う
に
、
毎
月
、
従
業
員
に
支
払
う
給

与
か
ら
個
人
住
民
税
を
差
し
引
い
て
、
市

へ
納
入
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

　
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
は
、
所
得
税

の
よ
う
に
、
事
業
主
が
税
額
の
計
算
や
年

末
調
整
を
行
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
税

額
の
計
算
は
給
与
支
払
報
告
書
等
に
基
づ

き
市
で
行
い
、
従
業
員
ご
と
の
住
民
税
額

を
市
か
ら
あ
ら
か
じ
め
通
知
し
ま
す
。
そ

の
税
額
を
毎
月
の
給
与
か
ら
差
し
引
き
、

翌
月
の
10
日
ま
で
に
、
金
融
機
関
等
を
通

じ
て
市
へ
納
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

広報みよし  No.1057

三次市からのお知らせ

事
業
主（
給
与
支
払
者
）の
方
へ



　国民健康保険税の納税義務者は「世
帯主」です。世帯内の国民健康保険被
保険者にかかる保険税は、世帯主に課
税されます。世帯主自身が国民健康保
険に加入していない場合（例：世帯主
が社会保険や共済組合、または後期高
齢者医療制度などの加入者）でも、そ

　倒産や解雇、雇止めなどによって非自発的に失
業された方は、申告により保険税が軽減されます。
軽減の内容は、対象者の前年の給与所得を100分
の30とみなして国民健康保険税を計算するもの
です。軽減される期間は、離職日の翌日の属する
月から翌年度末までの期間です。

　国民健康保険税は、届出をした日に
関わらず、国民健康保険の資格を取得
または喪失をした月により、月割で税
額を計算します。税額を算出する際の
税率は、表のとおりです。

区　分 医療給付費分 後期高齢者支援金分 介護納付金分（※１）
所得割額（※２） 7.58％ 1.03％ 1.55％
資産割額（※３） 11.00％ 2.00％ 4.50％
被保険者均等割額 25,300円 4,200円 7,300円
世帯別平等割額 19,000円 2,500円 4,500円
課税限度額 510,000円 140,000円 120,000円

「国民健康保険税」国民健康保険の大切な財源シリーズ
�

vol.１税
財務部課税課市民税係　☎（0824）62-6122　 （0824）62-6345　 kazei@city.miyoshi.hiroshima.jp

国民健康保険税は誰が納めるの？ 非自発的失業者の軽減制度があります

税額はどのようにして決まるの？

次のすべてに当てはまり、失業等給付を受ける方
対象者

○�離職日（離職年月日）が平成21年3月31日以降
であること。
○離職時点（離職年月日）で65歳未満であること。
○�「雇用保険受給資格者証」の離職理由欄に記載
されている番号が、「11・12・21・22・31・
32・23・33・34」のいずれかであること。

※�平成21年3月31日～平成22年3月30日までの間に離職さ
れた方は、平成22年度分に限り軽減されます。
※�申告には、世帯主の印鑑、雇用保険受給資格者証、国民健
康保険被保険者証を持参してください。

※１ 介護納付金分は、40歳以上65歳未満（介護保険第2号被保険者）の方のみ対象です。
　◦年度途中に40歳になった場合は、その月以降分に介護納付金分が上乗せされます。
　◦年度途中に65歳になった場合は、その月以降分に介護納付金分は上乗せされません。別途、介護保険料として納付することになります。
※２� 所得割額は、被保険者全員の前年中の所得金額（被保険者それぞれの所得金額から33万円を控除した額）をもとに計算しますので、�

 必ず所得の申告をお願いします（申告されていない場合、軽減が受けられません）。
※３ 資産割額は、被保険者全員の当該年度の土地と家屋の固定資産税額の合計（償却資産分は除きます）をもとに計算します。

の世帯内に国民健康保険の被保険者がいる場合には、
世帯主が納税義務者となります。

詳しくは、国税庁ホームページをご覧ください
（http://www.nta.go.jp）

（「個人で事業を行っている方の帳簿の記載・記録の保存について」をご覧ください。）

個人で事業（農業を含む）や不動産貸付等を行うすべての方は、記帳と帳簿等の
保存が必要となります。

※�収入金額や必要経費を記載した帳簿のほか、取り引きに伴って作成した帳簿や受け取った請求書・領収書などの書類
を保存する必要があります。

　税務署では、新たに記帳を行う方や記帳の仕方がわからない方のために、記帳・帳簿等の保存制度の概要や
記帳の仕方等をご説明する「記帳説明会」を開催します。
　※説明会への出席を希望される方は、三次税務署（個人課税部門　記帳指導担当）までお問い合わせください。
� ☎（0824）62-2721　内線18　（音声ガイダンスに従い、「2」を押してください。）

平成26年１月から　記帳・帳簿等の保存制度の対象者が拡大されます

国 税 庁
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問
い
合
わ
せ
先

　
産
業
部
農
政
課
農
林
振
興
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
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６
３
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２
４
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nousei@city.miyoshi.hiroshima.jp

　
今
、
全
国
で
獣
害
対
策
が
二
極
化
し

て
い
ま
す
。
許
容
コ
ス
ト
内
で
さ
っ
さ

と
被
害
を
と
め
て
、
ま
す
ま
す
元
気
に

な
っ
て
い
く
集
落
と
、
行
政
主
導
の
対

策
を
い
く
つ
も
導
入
し
な
が
ら
失
敗
を

繰
り
返
す
集
落
で
す
。

　

前
者
は
、
例
え
ば
稲
作
農
家
で
も
、

ま
る
で
獣
害
な
ん
か
止
め
て
当
た
り

前
、「
そ
り
ゃ
あ
、
こ
ん
な
山
ん
中
で

コ
メ
作
る
ん
や
、
い
も
ち
病
も
紋も

ん

枯が
れ

病び
ょ
う

も
ウ
ン
カ
も
シ
カ
も
イ
ノ
シ
シ
も
防
が

ん
こ
と
に
は
な
ぁ
」
と
涼
し
い
笑
顔
で

す
。
一
方
、
後
者
は「
駆
除
も
大
規
模

柵
も
や
っ
た
が
被
害
は
止
ま
ら
ん
、
抜

本
的
対
策
は
な
い
の
か
！
」
と
声
を
大

に
叫
ぶ
人
ま
で
い
る
始
末
で
す
。

　

ど
う
し
て
こ
ん
な
差
が
つ
く
の

か
、
皆
さ
ん
は
も
う
お
分
か
り
で
す

よ
ね
。
そ
う
、
ま
さ
に「
自
分
で
や

る
」と「
や
っ
て
も
ら
う
」の
差
な
ん
で

す
。「
自
分
で
や
る
対
策
」
な
れ
ば
こ

そ
、
い
ろ
ん
な
創
意
工
夫
も
わ
い
て
来

る
し
、
や
っ
て
る
う
ち
に
動
物
が
何
を

や
ら
か
す
の
か
も
自
然
に
理
解
で
き
ま

す
。
畝う

ね

立
て
、
田
植
え
、
剪せ

ん

定て
い

か
ら
残

さ（
残
り
か
す
）
処
理
ま
で
、
様
々
な

と
こ
ろ
で
獣
害
へ
の
配
慮
も
生
ま
れ
ま

す
。
さ
ら
に
、
自
然
発
生
的
な
工
夫
の

教
え
あ
い
や
追
い
払
い
の
協
力
か
ら
住

民
同
士
の
連
帯
感
も
広
が
り
ま
す
よ

ね
。

　
「
や
っ
て
も
ら
う
」
か
ら
卒
業
し
た

い
人
、
元
気
に
な
っ
て
い
く
集
落
の
皆

さ
ん
の
素
敵
な
取
り

組
み
、
一
度
見
学
さ

せ
て
も
ら
っ
て
く
だ

さ
い
な
。

知
っ
て
か
ら
や
る

獣
害
対
策
vol.5

このコーナーでは、
農作物野生鳥獣害対
策アドバイザーの 
井
いの

上
うえ

雅
まさ

央
てる

さんによ
り、獣害対策につい
て、わかりやすく解
説していただきます。
※�井上雅央さんの詳し
いプロフィールは、
「広報みよし」8月
号をご覧ください。

●医療費控除の申告の際は…
・領収書は、人ごとに支払額を合計し、申告会場に持参してください。
・�保険契約に基づく入院給付金や医療保険金、高額療養費など、実際に支払った医療費に対する
補てんを受けた場合は、その金額が分かるようにしておいてください。
・�実際に支払った医療費が控除対象となるかどうかの判断が難しい場合は、受診した医療機関に
問い合わせていただくか、領収書を保管し、申告時にご相談ください。

●一般的な医療費控除の対象の○×判定
項目 原則 摘要

不妊症の治療費 ○ 不妊症の治療費は、医療費控除の対象となります。

予防接種の費用 × インフルエンザの予防接種の費用は、医療費控除の対象となり
ません。

レーシック手術の費用 ○ 近視の治療のためのレーシック手術費用は、医療費控除の対象
となります。

入院中の食事代 ○
入院中の入院費用に含まれる食事代は、医療費控除の対象です。
※�入院中病院で出される以外の各自で用意した食事費用については医療費控除
の対象となりません。

未払の医療費 ○
昨年入院した治療費の支払を今年行った場合は、今年分の医療
費控除の対象となります。
※実際に医療費を支払った年分の医療費控除の対象となります。

シリーズvol.2 税申告における医療費控除

問い合わせ先　財務部課税課市民税係
� ☎（0824）62-6122　 （0824）62-6345　 kazei@city.miyoshi.hiroshima.jp

「
自
分
で
や
る
」と「
や
っ
て
も
ら
う
」
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三
次
市
の
行
財
政
改
革
で
は
、平
成
27
年
度
以
降
の
市
の
財
政
状
況
を
見
通
し
、

将
来
に
わ
た
っ
て
新
た
な
ニ
ー
ズ
に
も
対
応
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

く
た
め
、
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
を
確
立
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
今
月
は
、
三
次
市
行
財
政
改
革
大
綱
の
５
つ
の
重
点
項
目
の
う
ち
、「
⑸
激
変

す
る
財
政
状
況
へ
の
対
応（
前
半
部
分
）」の
取
り
組
み
の
一
部
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
総
務
部
行
革
推
進
特
別
対
策
本
部

　
☎（
０
８
２
４
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２
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３
０
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gyoukaku@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

進
め
ま
す
！
行
財
政
改
革  vol.9

シ
リ
ー
ズ

※�
詳
細
に
つ
い
て
は
、
三
次
市
行
財
政
改
革
大
綱
・
推
進
計
画
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
市
役
所
本
庁
・
各
支
所
の

窓
口
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
基
本
情
報
「
行
財
政
改
革
」）
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

※�
各
部
局
長
等
が
、
平
成
24
年
度
に
行
財
政
改
革
に
取
り
組
む
基
本
姿
勢
と
各
課
等
が
重
点
的
に
取
り
組
む
項

目
の
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

取
り
組
み

内　
　

容

平
成
26
年
度
ま
で
の
目
標

補
助
金
・
交
付
金
・

負
担
金
の
見
直
し

平
成
32
年
度
に
お
け
る
単
市
補
助
金
の
原

則
全
廃
を
前
提
に
、
補
助
金
等
の
公
益
性
、

必
要
性
、
費
用
対
効
果
な
ど
を
再
検
証
し
、

ゼ
ロ
ベ
ー
ス
か
ら
見
直
し
ま
す
。

・�

補
助
金
、
交
付
金
、
建
設
単

独
補
助
の
５
％
カ
ッ
ト

・�

各
種
協
議
会
な
ど
の
負
担

金
を
削
減
、
廃
止

自
主
財
源
の

確
保
と
受
益
と

負
担
の
適
正
化

市
民
の
一
層
の
負
担
の
公
平
性
を
確
保
す

る
た
め
、
市
税
な
ど
の
滞
納
債
権
額
の
縮

減
と
債
権
管
理
を
徹
底
し
ま
す
。

ま
た
、
受
益
者
が
特
定
で
き
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
負
担
の
あ
り
方
や
、
受
益
者
に
負

担
を
求
め
な
い
も
の
や
軽
減
す
る
場
合
の

明
確
な
ル
ー
ル
を
定
め
ま
す
。

・�

市
税
な
ど
の
滞
納
繰
越
額

を
平
成
22
年
度
決
算
比
で

15
％
以
上
削
減

・�

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
経

費
か
ら
特
定
財
源
を
除
い

た
も
の
の
受
益
者
負
担
率
を

50
％
に
設
定

財
政
状
況
の

積
極
的
な
公
表

予
算
編
成
状
況
、
決
算
状
況
、
補
助
金
の

交
付
団
体
な
ど
の
財
政
に
関
す
る
情
報
を

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
な
ど
で
積
極
的

に
公
表
し
ま
す
。

・�

補
助
金
の
交
付
団
体
、
交
付

金
額
の
公
表

・�

財
政
状
況
に
関
す
る
資
料

を
作
成
し
、
出
前
講
座
な
ど

で
活
用

新
し
い「
三
次
市
総
合
計
画
」の
策
定
に
向
け
て

シリーズ
vol.3

　

市
で
は
新
し
い
三
次
市
総
合
計
画
の

策
定
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
新
し
い
総
合
計
画
に
関
係

の
深
い
、
ま
ち
づ
く
り
の
条
例「
三
次

市
ま
ち
・
ゆ
め
基
本
条
例
」
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
理
念

「
ま
ち
づ
く
り
は
、
市
民
の
し
あ
わ
せ

�

を
め
ざ
し
て
進
め
る
も
の
で
す
」

ま
ち
づ
く
り
の
目
標

●�

共
に
認
め
あ
い
、
支
え
あ
う
、
温
か

み
と
安
心
感
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り

●�

自
然
と
の
共
生
を
図
り
、
安
全
で
快

適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

●�

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
夢
と

希
望
を
抱
き
、
健
や
か
に
成
長
で
き

る
ま
ち
づ
く
り

●�

歴
史
と
伝
統
を
継
承
す
る
と
と
も
に
、

学
ぶ
喜
び
を
も
て
る
ま
ち
づ
く
り

●�

地
域
活
動
が
活
発
で
、
に
ぎ
わ
い
と

活
力
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り

●�

多
様
な
仕
事
を
興
し
、
地
域
産
業
に

活
力
を
与
え
、
働
く
喜
び
を
も
て
る

ま
ち
づ
く
り

「
市
民
ま
ち
づ
く
り
塾
」で

�

議
論
を
進
め
て
い
ま
す
！

　
市
民
の
皆
さ
ん
と
、
新
し
い
三
次
市

総
合
計
画
を
議
論
す
る「
市
民
ま
ち
づ

く
り
塾
」が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

10
月
25
日（
木
）
の
第
一
回
会
議
で

は
、
広
島
大
学
の
伊い

藤と
う

敏と
し

安や
す

教
授
に
、

「
三
次
市
の
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
考

え
る
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

11
月
15
日（
木
）
の
第
二
回
会
議
で

は
、
６
つ
の「
ま
ち
づ
く
り
の
目
標
」

ご
と
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、「
市

民
の
し
あ
わ
せ
」
や「
三
次
市
の
よ
い

と
こ
ろ
」な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

　
問
い
合
わ
せ
先　
地
域
振
興
部
企
画
調
整
課
企
画
調
整
係
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kikaku@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

市民まちづくり塾
取組状況を情報発信しています
●市ホームページ
　「市政ガイド」の「総合計画策定」内
●Facebookページ
　アカウント名「三次市総合計画」
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（
仮
称
）三
次
市
民
ホ
ー
ル
の
管
理
運

営
計
画
の
策
定
に
向
け
て
、
市
民
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
皆

さ
ん
は
、
市
民
ホ
ー
ル
が
完
成
し
た
ら
、

ど
ん
な
イ
ベ
ン
ト
や
事
業
を
し
て
み
た

い
で
す
か
？

　

第
３
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、

や
り
た
い
催
し
や
活
動
を
参
加
者
か
ら

提
案
し
て
も
ら
い
、
年
間
の
イ
ベ
ン
ト

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

「
年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
す
る
」と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
施
設
別
に
多
く

の
ア
イ
デ
ア
を
付
せ
ん
に
書
い
て
貼
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

前
回
に
比
べ
て
、
よ
り
具
体
的
な
も

の
が
多
く
、
１
３
３
点
の
ア
イ
デ
ア
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
市
民
ホ
ー
ル
に
対
す
る
熱
い

想
い
の
表
れ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
の
ご
意
見
を
も
と
に
、
イ
ベ
ン

ト
や
事
業
の
方
針
を
決
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
を
施

設
の
利
用
に
お
け
る
規
定
や
料
金
の
設

定
、
収
支
計
画
な
ど
に
反
映
さ
せ
て
い

き
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
力
で
、
よ
り
魅
力

の
あ
る
市
民
ホ
ー
ル
を
創
り
上
げ
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

�

文
化
ス
ポ
ー
ツ
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
９
１

　

（
０
８
２
４
）６
４

－

０
０
６
７

　

shakai@city.miyoshi.hiroshima.jp グループごとの発表

意見交換

　
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
後
わ
ず
か
と
な
り

ま
し
た
。

　
光
陰
矢
の
ご
と
し
。
本
当
に
月
日
の
経

つ
の
は
早
い
も
の
で
す
。
市
民
の
皆
様
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
年
一
年
は
ど
の
よ

う
な
年
で
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
良
い
こ

と
や
悪
い
こ
と
、
嬉
し
い
こ
と
、
悲
し
い

こ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
皆
さ
ん
が
い
ろ
い
ろ

な
思
い
の
中
で
送
ら
れ
た
１
年
で
あ
っ
た

か
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
は
、「
が
ん
ば
る
」、「
あ

ん
し
ん
」、「
ぬ
く
も
り
」、「
は
ぐ
く
む
」、

「
か
い
か
く
」
の
５
つ
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
、

「
生
活
最
優
先
都
市
・
三
次
」
の
創
造
を

め
ざ
し
て
市
政
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
市

政
懇
談
会
や
車
座
対
話
、
市
長
対
話
な
ど

で
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
の
声
を
直
接
お

聴
き
し
、
そ
れ
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
と

い
う
事
を
、
特
に
意
識
し
て
努
力
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
都
市
計
画
道
路
の
上
原
願
万
地
線
「
願

橋
」
の
開
通
や
、
三
次
工
業
団
地
Ⅲ
期
へ

の
企
業
進
出
の
決
定
、
三
次
駅
周
辺
整
備

事
業
、
小
中
一
貫
校
の
整
備
事
業
、
市
民

ホ
ー
ル
の
建
設
な
ど
が
手
堅
く
推
進
で
き

て
い
ま
す
。
市
役
所
新
庁
舎
の
建
設
に
向

け
て
は
、
市
民
の
皆
様
に
ご
心
配
を
お
か

け
し
て
い
ま
す
が
、
着
実
に
前
進
し
て
い

ま
す
。

　
そ
し
て
、
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
を

着
実
に
進
め
、
財
政
指
標
や
起
債
残
高
、

基
金
残
高
も
改
善
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
く
ら
し
や
す
さ
が
実
感
で
き
る
」
ま

ち
づ
く
り
の
主
人
公
は
、
あ
く
ま
で
も
市

民
一
人
ひ
と
り
で
す
。
こ
の
１
年
も
い
か

ん
な
く
発
揮
さ
れ
た
、
市
民
参
加
の
力
強

い
活
動
に
感
動
し
ま
し
た
。

　
来
年
は
市
長
任
期
の
折
り
返
し
点
と
い

う
節
目
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。
市
長
選
挙

に
際
し
公
約
と
し
て
掲
げ
た「
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
達
成
に
つ
い
て
、
点
検
と
評
価
を
行
い

た
い
と
思
い
ま
す
。「
市
民
の
し
あ
わ
せ
」

の
実
現
が
私
の
使
命
で
あ
る
こ
と
を
肝
に

銘
じ
た
初
志
に
返
っ
て
、
与
え
て
い
た
だ

い
た
任
期
の
一
日
一
日
に
全
力
を
傾
注
し

て
い
く
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
も
市
民
の
皆
様
に
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
こ
と
を
、感
謝
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
寒
さ

が
厳
し
さ
を
増

し
ま
す
。
市
民

の
皆
様
に
は
ご

自
愛
く
だ
さ

り
、
す
ば
ら
し

い
新
年
を
迎
え

ら
れ
ま
す
よ
う

心
か
ら
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

１
年
を
振
り
返
っ
て

ますだの
�つぶやき

連載

Vol.18

三次市長　増田和俊

市
民
ホ
ー
ル
建
設
に
向
け
て

Vol.15シリーズ
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平
成
24
年
度

「
み
よ
し
環
境
大
賞
」＆
環
境
ポ
ス
タ
ー
・
マ
イ
バ
ッ
グ
コ
ン
テ
ス
ト
受
賞
者
決
定
！

　活動の仲間が増えると
うれしいです。これから
も取り組みを続けていき
ます。

　
11
月
3
日
（
土
・
祝
）、
Ｃ
Ｃ
プ
ラ
ザ
で
開
催
し
た
「
み
よ
し
環

境
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
２
」
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
受
賞
者
を
発
表
し
、
表

彰
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
み
よ
し
環
境
大
賞
」
は
、
十
日
市
東
の
市
道
脇
法
面
の
美
化
活

動
に
取
り
組
ま
れ
た
冨ふ

士じ

原は
ら

幸こ
う

市い
ち

さ
ん
（
十
日
市
東
）
が
受
賞
。
雑

草
を
取
り
除
き
、
挿
し
木
な
ど
で
増
や
し
た
花
の
苗
を
植
栽
し
、
花

い
っ
ぱ
い
の
法
面
に
再
生
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、「
か
い
て
き
環
境
の
日
」
ポ
ス
タ
ー
・
マ
イ
バ
ッ
グ
コ
ン

テ
ス
ト
は
、
ポ
ス
タ
ー
２
１
１
点
、
マ
イ
バ
ッ
グ
１
０
３
点
も
の
応

募
者
の
中
か
ら
、
次
の
方
々
が
各
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
多
数
の

ご
応
募
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◎「みよし環境大賞」部門賞

◎「かいてき環境の日」ポスターの部

◎「かいてき環境の日」マイバッグの部

冨
ふ

士
じ

原
はら

幸
こう

市
いち

さん

みよし環境大賞

島
しま

田
だ

邦
くに

昭
あき

さん・フミヱさん（三次町）
活動内容：三次町寺戸地区環境美化活動

清掃部門賞

升
ます

岡
おか

律
りつ

葵
き
（十日市小１）、中

なか
光
みつ

　匠
たくみ
（酒河小３）、石

いし
田
だ

和
かず

輝
き
（吉舎小４）、信

のぶ
佐
さ

瑛
えい

人
と
（八次小５）、雲

くも
井
い

絢
あや

子
こ
（安田小６）、

北
きた

川
がわ

　遥
はるか
（八次中２）、前

まえ
内
うち

玲
れい

那
な
（八次中２）、脇

わき
坂
さか

真
まさ

広
ひろ
（八次中３）

小
こ

山
やま

叶
かな

登
と
（八幡小１）、井

いの
上
うえ

隼
しゅん

介
すけ
（酒河小２）、井

いの
上
うえ

亮
りょう

介
すけ
（酒河小４）、八

や
槇
まき

夏
か

帆
ほ
（酒河小６）、湯

ゆ
浅
あさ

涼
すず

夏
か
（川地小６）、

皐
さ

月
つき

千
ち

栄
え

子
こ
（一般）

樋
ひ

川
かわ

沙
さ

希
き
（八次小１）、川

かわ
原
はら

百
もも

華
か
（十日市小２）、柿

かき
本
もと

海
かい

允
いん
（十日市小２）、桑

くわ
原
はら

七
なな

海
み
（十日市小２）、平

ひら
戸
ど

　結
ゆい
（三次小３）、

桂
けい

藤
とう

快
かい

晟
せい
（十日市小４）、幸

こう
住
すみ

彩
あや

音
ね
（川西小５）、前

まえ
田
だ

紘
ひろ

人
と
（神杉小６）、宮

みや
本
もと

陽
ひ

菜
な
（君田小６）、伊

い
藤
とう

友
ゆ

里
り
（八次中１）、

坂
さか

口
ぐち

雅
まさ

典
のり
（八次中１）、津

つ
山
やま

美
み

優
ゆ
（八次中１）、鹿

しか
本
もと

亜
あ

美
み
（八次中２）、宮

みや
崎
ざき

琴
こと

未
み
（八次中２）、森

もり
田
た

莉
り

子
こ
（八次中２）、

高
たか

木
き

　馨
けい
（八次中２）、石

いし
井
い

　翔
かける
（八次中２）、石

いし
井
い

沙
さ

織
おり
（八次中３）、榎

えの
本
もと

芙
ふ

実
み

宝
ほ
（八次中３）

角
かく

一
いち

　優
ゆう
（和田小１）、中

なか
村
むら

望
み

来
らい
（吉舎小１）、浜

はま
井
い

菜
な

々
な

子
こ
（三良坂小２）、山

やま
﨑
さき

なな実
み
（酒河小３）、富

とみ
永
なが

彩
さ

央
お
（吉舎小３）、

江
え

草
ぐさ

文
ふみ

哉
や
（青河小３）、西

にし
川
かわ

幸
さち

穂
ほ
（十日市小４）、上

うえ
田
だ

七
な

々
な

羽
は
（粟屋小４）、今

いま
井
い

さくら（安田小４）、松
まつ

島
しま

芙
ふ

優
ゆ
（安田小４）、

宮
みや

脇
わき

朝
あさ

加
か
（川西小５）、江

え
草
ぐさ

陵
りょう

太
た
（青河小６）、大

おお
田
た

梨
り

奈
な
（和田小６）、久

く
保
ぼ

田
た

隼
はや

生
お
（安田小６）、田

た
原
はら

夕
ゆう

楓
か
（甲奴小６）、

津
つ

島
しま

　楓
かえで

（川地中１）、上
あ

里
がり

くるみ（川地中１）、田
た

中
なか

恵
え

理
り

奈
な
（川地中１）、中

なか
川
がわ

　遥
はるか

（三和中１）、今
いま

井
い

海
かい

翔
と
（甲奴中１）、

若
わか

林
ばやし

ありみ（甲奴中３）

佳 作

佳 作

入 選

入 選

西日本高速道路株式会社
中国支社 三次工事事務所
活動内容：ちょっとエコな「あさがおのグリー
ンカーテン」と定期的な地区内清掃

脱温暖化部門賞

社会福祉法人慈照会・医療法人 微風会
活動内容：山家・布野地区市道等環境美化活動

まちなみ環境
美化活動部門賞

環境を考えるとき、まず文
字にしてみようと思いまし
た。みんなが環境を考える
ことで、自然は守られてい
くことを呼びかけました。

大
おお

村
むら

将
まさ

広
ひろ

さん（八次中２年）

市
長
賞

市
長
賞

お父さんのこいのぼりの
ふきながしを使って作り
ました。こいのぼりが流れ
ているのをイメージして、
柄を斜めに作りました。

國
くに

廣
ひろ

優
ゆ

実
み

さん（酒河小６年）

川がきれいになって、魚
や水生生物が、安心して
過ごすことができるよう
になってほしいという願
いを込めました。

平
ひら

田
た

　康
やすし

さん（八次中１年）

議
長
賞

議
長
賞

レジカゴサイズのバッグを、端
切れと古い浴衣をパッチワー
クして製作しました。内側は
傘の布をそのままの形で使用
し、耐水できるようにしました。

八
や

槇
まき

明
あけ

美
み

さん（一般）

田幸の川がホタルでいっぱい
になるようにと願いを込めて
作成しました。ふるさとの川
が、いつまでもホタルがすむ
川であってほしいと思います。

地球をオリジナルキャラ
クターに見立て、鮮やか
な色使いでその大切さを
訴えました。

福
ふく

本
もと

翔
しょう

風
か

さん（田幸小５年）

長
は

谷
せ

川
がわ

理
り

久
く

さん（八次小５年）

教
育
委
員
会
賞

教
育
委
員
会
賞
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大
韓
民
国
の
姉
妹
都
市
泗サ

チ
ョ
ン川
市
か
ら

公
式
訪
問
団
が
来
訪
さ
れ
ま
し
た

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
矢
上
建
子
さ
ん
が
出
場

2
種
目
で
入
賞
さ
れ
ま
し
た
！

市
内
３
つ
の
小
学
校
に「
人
権
の
花
」を
贈
呈
し
ま
し
た

三
良
坂
小
で
は
湧
永
製
薬
ハ
ン
ボ
ー
ル
部
の

中
浦
選
手
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
も

長
年
の
地
域
安
全
活
動
を
た
た
え
て

山
根
さ
ん
・
中
重
さ
ん
が
防
犯
功
労
者
表
彰

を
受
賞
さ
れ
ま
し
た

　

11
月
7
日
（
水
）
～
9
日
（
金
）、
三
次
市
の

姉
妹
都
市
で
あ
る
大
韓
民
国
慶キ

ョ
ム

尚サ
ム

南ナ
ン

道ド
ウ

泗サ
チ
ョ
ン川
市
か

ら
、
鄭ジ

ョ
ン

萬マ
ン

奎ギ
ュ

市
長
を
は
じ
め
と
す
る
公
式
訪
問
団

19
人
の
皆
さ
ん
が
、
公
式
訪
問
団
と
し
て
は
8
年

ぶ
り
に
三
次
市
を
来
訪
さ
れ
ま
し
た
。

　
滞
在
中
は
、
三
次
市
・
三
次
市
議
会
へ
の
表
敬

訪
問
の
ほ
か
、
君
田
温
泉
森
の
泉
や
広
島
三
次
ワ

イ
ナ
リ
ー
、民
間
企
業
等
の
視
察
な
ど
を
行
わ
れ
、

両
市
の
親
善
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

矢や

上が
み

建た
つ

子こ

さ
ん
（
布
野
町
）

は
、
10
月
13
日
（
土
）
～
15

日
（
月
）
に
岐
阜
県
で
開
催
さ

れ
た
「
第
12
回
全
国
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会
（
ぎ
ふ
清
流
大

会
）」
に
出
場
さ
れ
、
立
ち
幅

跳
び
競
技
で
第
１
位
、
砲
丸
投

げ
競
技
で
第
２
位
に
入
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

10
月
26
日
（
金
）、
矢
上
建

子
さ
ん
と
関
係
者
の
皆
さ
ん

が
、
増
田
市
長
に
入
賞
の
喜
び

を
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

11
月
7
日
（
水
）、
市
役
所
で
防
犯
功
労
者
表

彰
の
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
賞
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て
防
犯
活
動
な
ど

の
地
域
安
全
活
動
に
尽
力
し
、
安
全
で
安
心
な
ま

ち
づ
く
り
に
貢
献
さ
れ
た
人
に
贈
ら
れ
る
栄
誉
あ

る
賞
で
す
。
三
次
警
察
署
管
内
防
犯
組
合
連
合
会

副
会
長
の
山や

ま

根ね

雅ま
さ

晴は
る

さ
ん
が
全
国
防
犯
功
労
表
彰

の
防
犯
栄
誉
銅
賞
を
、
同
連
合
会
理
事
の
中な

か

重し
げ

義よ
し

胤た
ね

さ
ん
が
中
国
地
方
防
犯
功
労
表
彰
の
功
労
者
表

彰
を
受
賞
さ
れ
、
増
田
市
長
と
三
次
警
察
署
の
寒さ

む

川か
わ

署
長
か
ら
、
表
彰
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

　
「
人
権
の
花
」は
、
子
ど
も
た
ち
が
協
力
し
合
い
な
が
ら
草

花
を
栽
培
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
権
尊
重
の
精
神
を
身
に

つ
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
今

年
は
、
三
良
坂
・
河
内
・
粟
屋
小
学
校
の
児
童
に
、「
ヒ
ヤ

シ
ン
ス
」の
水
耕
栽
培
セ
ッ
ト
を
贈
り
ま
し
た
。

　
10
月
23
日
㈫
の
三
良
坂
小
学
校
で
の
贈
呈
式
で
は
、
湧
永

製
薬
ハ
ン
ボ
ー
ル
部
の
中な

か

浦う
ら

成し
げ

崇た
か

選
手
に
駆
け
つ
け
て
い
た

だ
き
、
人
権
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
一
緒
に
、「
思
い

や
り
の
心
で
、
す
べ
て
の
も
の
に
あ
り
が
と
う
の
気
持
ち
を

も
と
う
ネ
、
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
大
事
に
育
て
て
ネ
」な
ど
と
、
児

童
に
語
り
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、「
チ
ー
ム
の

仲
間
を
大
切
に
し
、ミ
ス
し
た
時
に
責
め
る
の
で
な
く
、『
次

は
頑
張
ろ
う
』と
声
を
か
け
て
励
ま
し
ま
す
」と
、
仲
間
を
思

い
や
る
こ
と
の
大
切
さ
な
ど
も
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

三次市・三次市議会への表敬訪問（三次市役所）左から増田市長、山根さん、中重さん、寒川署長

児童に語りかける中浦選手と「人
じん
K
けん
ENまもる君」

※�

泗
川
市
の
デ
ー
タ
…
人
口
約
12
万
人
、
面
積
約
４
０
０
㎢
、
大
韓
民

国
の
南
東
部
に
位
置
し
、
温
暖
な
海
洋
性
気
候
と
豊
富
な
水
産
資
源

に
恵
ま
れ
た
水
産
都
市
。
平
成
4
年
、
旧
三サ
ム
チ
ョ
ン
ポ

千
浦
市
と
旧
三
次
市
が

姉
妹
都
市
提
携
。
平
成
7
年
に
旧
泗
川
郡
と
統
合
し
て
泗
川
市
と
な

り
、
平
成
13
年
に
新
た
に
姉
妹
都
市
提
携
を
調
印
。
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一生懸命が好き！　夢と志を持ち　輝く私たち
　これは三次中学校のキャッチコピーです。この言葉を高く掲げ、学
習に部活動にと、生徒たちは充実した毎日を過ごしています。
　三次中学校といえば、「全校ボランティア（全ボラ）」。11年目を迎
えた全ボラでは、今年も地域の皆さんから温かい声をかけていただき
ました。汗を拭き拭き清掃活動に参加した生徒も福祉施設を訪問した
生徒も、ともに励まされました。
　全ボラに加え、本校には「ミニボラ」という活動もあります。放課
後の 60分程度を使って花の植え替えなどをしますが、美化委員会の
呼びかけに、毎回たくさんの生徒が参加してくれています。手入れさ
れた花々は花壇や玄関前で美しく咲き続け、毎朝生徒を迎えます。
　その花々の前で繰り広げられるのが、あいさつです。生徒が下校す
るときには、可能な限り職員が外に出て生徒一人ひとりに声をかけて
います。「さようなら」「気をつけて帰るんよ」という職員の声にこた
えるように、生徒からは「さようなら」という声が返ってきます。
　これからも「夢と志を持ち　輝く私たち」をめざして取り組んでま
いります。
　よろしくお願いします。

地域と共に安心・安全な学校づくり
　河内小学校は、保護者・地域から厚いご支援をいただいて、将来、
力が発揮できる子どもづくりに努めています。
○�　学力の充実のために、教員は授業改善に取り組んでいるのはもち
ろんのこと、家庭でもご指導をいただき、全児童が家庭学習をして
きます。河内まちづくり連合会は、放課後の居場所づくりとして、
放課後子ども教室・子どもクラブを開設し、ここでも家庭学習に取
り組んでいます。
○�　体験活動を充実させるために、野菜や大豆作り、もち米づくり、
菊作り、またキャンプなども地域のボランティア、JA等のご支援
をいただいて行っています。
　�　河内小伝統のよさこいソーランも、昨年度、河内地区社会福祉協
議会から法被を新調していただきました。今年も 11月 4日（日）、
河内地区ふれ愛祭りで、元気な演技を披露しました。
○�　三次学校版環境 ISOに取り組み、4年間で電気消費を 13％減、
化石燃料消費５％減を達成しました。
○�　「英語活動」に古くから取り組み、5・6年生は「外国語活動」、3・
4年生は国際理解の一端としての授業、また 1・2年生は毎週 1回、
朝会時に取り組んでいます。
　これからもご支援、ご協力をよろしくお願いします。 全校児童でよさこいソーラン

花いっぱい作戦

「ミニボラ」で 花の植え替え

みよし体操

全校ボランティア

敬老会で児童会代表があいさつ

校長
目
め
﨑
ざき
　仁
ひと
志
し

校長
松
まつ
浦
うら
　誠

まこと河内小学校
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三次中学校

心豊かで、自ら学ぶ意欲のある子どもの育成
　本校は昨年度から ｢花いっぱい作戦｣ として、全校児童がプランター
に、春はマリーゴールド、秋はパンジーを植えて、校舎前の歩道や校舎・
体育館周辺に設置しています。この活動を通して、自分たちが生活し
ている学校や地域に対して関心を持つとともに、花を育てることを通
して、相手を思いやるやさしさを育てたいと考えています。
　また、本年度本校は広島県小学校体育研究大会の会場校として、11
月２日（金）に体育・保健・食育の授業公開をしました。研究テーマ
は、「わかる・できる・かかわり合う」体育学習として、特に、「かか
わり合う」場の設定に焦点を当てた取り組みを発表しました。当日は、
授業だけでなく、昨年度、三次市教育委員会が制作した「みよし体操」
を全校児童 302人で発表しました。
　まだまだ十分な取り組みになっていませんが、これからも多くの皆
様のご理解とご協力をいただきながら子どもの成長を図っていきたい
と考えていますので、ご支援をよろしくお願いします。

校長
西
にし
口
ぐち
　明
あき
男
お三次小学校



確かな学力を身につけた心豊かな生徒の育成
　地域の豊かな自然と伝統芸能を学校教育に取り入れ、地域の方々の
支援を基に教育目標達成に向けて頑張っています。
　37年の伝統となっている神楽は、今年も 10月 28 日（日）の学習
発表会で上演し、第 6回となる中学生神楽共演大会を口和で、さらに
本年は三原市で行われた「みんなで作ろう　ひろしま自慢」発表大会
にも出演しました。体育の授業では毎夏、江の川カヌー公園さくぎで「カ
ヌー実習」を行っています。
　「さくぎ」を愛し、将来を意欲的に生き抜いてゆく生徒の育成をめざ
し、次のキャッチフレーズを合言葉に日々活動しています。
　　・楽しく学びあう作木中
　　・好きですふるさと作木中
　　・元気な声が谷間に響く作木中
　今後ともご支援をお願いします。

ふるさとに学び、たくましく生きる
平成24年度重点「学力向上とあいさつ・返事」
　作木小学校は、作木のすべての子どもたちに「自分の夢や目標を実
現する力」を育成するため、次の４つのことをめざしています。
　①確かな学力、②他人と協調して生きていく力、③ふるさと作木を
ほこりに思う児童、④保育所・中学校との連携　の４つです。
　また、具体的な取り組みも４つ紹介します。
　①�「説明力（論理的思考力・表現力）」を育てる教育を一貫して行い、
児童の学力向上を進めています。

　②�児童会が中心となり、「三次一のあいさつ学校になろう！」を合言
葉に、自分から進んで元気なあいさつができるよう取り組んでい
ます。

　③�「作木の宝ブッポウソウ」の学習を通して児童が作詞した歌「君
を待ってる」を「さくぎふるさとまつり」で発表しました。その他、
「作木の梨づくり」や「そばの栽培」、「作木の歴史」など、地域の
方からたくさんのことを学んでいます。

　④�作木の保育所から中学校までの子どもたちが、地域の中でともに
成長していくことをめざし、今年度から、保小中合同運動会を始
めました。

　これからも、ご支援をいただきますよう、よろしくお願いします。

　冬の気配が色濃くなり、寒さが
身に染みる季節ですが、子どもた
ちは元気に学校へ通っています。
　最終回となる今回は、作木中学
校区と三次中学校区の取り組みを
紹介します。

　作木中学校区は、作木小学校と作木
中学校による１対１の連携型。
　三次中学校区は、三次中学校とその
通学区域である三次小学校と河内小学
校による１対２の連携型としていま
す。

カヌー実習

保小中合同競技「走れ三江線」

ふるさとまつりでの琴演奏

「こども環境会議」でブッポウソウ
について発表

校長
中
なか
菊
ぎく
　薫

かおる

校長
山
やま
下
した
　弘

ひろ
文
ふみ

問い合わせ先　教育委員会学校教育課学校教育係・教育指導係
　☎（0824）62-6184　 （0824）62-6288　 gakkou@city.miyoshi .hiroshima.jp
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作木中学校

作木小学校

シリーズ vol.8（最終回）

「学校」
～作木中学校区・三次中学校区編～



年末・年始のごみの収集、直接持ち込みについて

　年末のごみの収集は、12月29日（土）まで行います。曜日をご確認の上、ご利用の収
集ステーションへお出しください。
　また、クリーンセンターへの直接持ち込みも12月29日（土）まで受け付けます。
搬入時間をご確認の上、ご利用ください。
※年末の直接持ち込みは大変込み合いますので、早めにご利用ください。

　年始のごみの収集とクリーンセンターの受け付けは、平成25年１月４日（金）から通常どお
り行います。曜日をご確認の上、ご利用ください。

月　日 収　集 直接持ち込み
12月24日（月・祝）

12月25日（火）
12月26日（水）
12月27日（木）
12月28日（金）

通常どおり 通常どおり
（9時～ 16時まで）

12月29日（土） 通常どおり 9時～ 16時まで開場
12月30日（日）～

平成25年1月3日（木） 休　み 休　み

平成25年1月4日（金） 通常どおり 通常どおり（9時～ 16時まで）

直接持ち込みの場合は、次のことに注意してください！

年 末

年 始

広告

○収集ステーションへ出す場合と同様の分別をしてください。
　分別されてないごみは、処理の妨げになるため、お引き受けできません。
○�中身が確認できない段ボール箱、青、黒のビニール袋などで搬入された場合、お引き受けできません。
　三次市指定のごみ袋、または中身が確認できる透明な袋をご使用ください。
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　総合窓口センター環境政策課業務管理係　☎（0824）66-3449
　 （0824）66-3168　 shigen@city.miyoshi.hiroshima.jp

問い合わせ先

クリーンセンターから



会　　場 日　　程
三次市福祉保健センター 12月17日㈪～平成25年2月20日㈬
川地コミュニティセンター 平成25年1月10日㈭～3月 8日㈮
甲奴コミュニティセンター 平成25年1月 8日㈫～3月12日㈫
吉舎保健センター 平成25年1月 7日㈪～3月11日㈪
みらさか福祉センター 平成25年1月16日㈬～3月13日㈬

健診結果を健康づくりにいかしましょう！
健診結果で気になることありませんか？

今月の
テーマ

「気づいたらウエスト－２㎝⁉」
� のコツ教えます‼

今すぐできる生活習慣病の改善�
ポイントをわかりやすく学ぶこと
ができます。

教室の内容等
対　　象：おおむね40歳以上の市民の方
費　　用：300円（実習材料費）
募集人数：各会場20人程度
内　　容：運動・食事（調理実習を含む）・お口

の健康について、実技と講義

会場・日程
全8回の連続講座となります（週1回ペースで開催）
時　　間：13時 30分～ 15時 30分
	 （調理実習の日は10時～ 14時）

11 月 14日世界糖尿病デー
糖尿病予防講演会＆ブルーライトアップを行いました

◆糖尿病予防のポイント
◦「食べ過ぎ」をさけ、「バランス良く」食べる。
◦運動を週 3 回以上する。
◦標準体重を保つ（肥満にならない）。
　※標準体重（kg）＝身長（m）×身長（m）× 22
◦定期的に健康診断を受ける。

◆糖尿病治療の目標
　合併症（糖尿病網膜症、糖尿病腎症、末梢神経障害）の予防！
★予防には、良好な血糖コントロールと合わせ、「血圧」 
「血液中の脂質」「体重の管理」が重要です。

★糖尿病が疑われたら、早めに医療機関を受診しましょう。

市立三次中央病院の杉
すぎ

廣
ひろ

医師
による講演会に、180人の皆
さんが参加されました。

十日市コミュニティセン
ターを、糖尿病啓発のシ
ンボルカラーの「ブルー」
にライトアップしました。

平成24年度 生活習慣病予防教室
ヘルスアップ教室 参加者募集中！

と　　き：平成 25 年 2 月 7 日（木）	 ところ：みよしまちづくりセンター
申込締切：平成 25 年 1 月 17 日（木）	 お申し込みは、下記の健康推進課まで

　今年度最終の三次市総合集団健診を受け付けています。

※個別健診の受診は、12月末日（医療機関の12月最後の診療日）までとなっています。ご希望の方は、早めに受診してください。

三次市総合集団健診・個別健診のお知らせ
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問い合わせ先 　いきいき・ともえ・プロジェクト事務局
　福 祉 保 健 部 健 康 推 進 課　☎（0824）62-6232　 （0824）62-6382　 kenko@city.miyoshi.hiroshima.jp
　総合窓口センター市民生活課　☎（0824）62-6134　 （0824）63-2809　 shimin@city.miyoshi.hiroshima.jp

活き生き・共笑“本気宣言！”

いきいき ともえ
プロジェクト

Ikiiki Tomoe Project 　  シリーズ 31

このプロジェクトは、市民の皆さん一人ひとりが、生
活習慣病予防をはじめとした健康づくりに取り組むた
めのプロジェクトです。



情報

健康相談等のお知らせ（広島県北部保健所）
相　談 と　　き と　こ　ろ そ　の　他 申し込み・問い合わせ先

心の
健康相談

平成25年１月22日㈫
受付時間

13：00〜 14：00
広島県北部保健所

相談室
（広島県三次庁舎
第３庁舎３階）
三次市十日市東
四丁目６番１号

対�　象：ストレス・うつ病など心
の健康について不安のある方お
よびその家族など
スタッフ：精神科医師・保健師

電話でご予約ください。
秘密は厳守します。
広島県北部保健所
保健課保健対策係
☎（0824）63-5181㈹
� （内線3342、3343）
（0824）63-5190
※�電話をお使いになれない場合は
FAXでお申し込みください。

エイズ
検査・相談

平成25年１月９日㈬
受付時間

13：00～ 14：30

検査は無料・匿名で受けられます。
結果はその日にお知らせできます。
相談は随時実施しています。

三
次
市
食
生
活
改
善
推
進
員

養
成
講
座
を
開
催
し
ま
す
！

地
域
で
活
動
す
る「
食し

ょ
く

推す
い

さ
ん
」の

仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

「
か
か
ら
な
い
・
う
つ
さ
な
い
」た
め
に

　
例
年
、
冬
場
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
が
流
行
し
ま
す
。
感
染
を
予
防

す
る
と
と
も
に
人
に
う
つ
さ
な
い

よ
う
、
家
庭
や
地
域
、
職
場
な
ど

で
感
染
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
予
防
の
基
本

　
う
が
い
や
手
洗
い
の
徹
底
、
マ

ス
ク
の
着
用
、
適
度
な
湿
度
、
十

分
な
休
養
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食

事
な
ど
が
大
切
で
す
。

●
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　
予
防
接
種

　
予
防
接
種
は
接
種
後
約
2
週
間

後
か
ら
効
果
が
あ
り
ま
す
の
で
、

流
行
が
本
格
化
す
る
前
に
受
け
て

く
だ
さ
い
。
三
次
市
で
は
12
月
末

ま
で
、
次
の
と
お
り
予
防
接
種
を

行
っ
て
い
ま
す
。
1
月
以
降
は

公
費
負
担
が
あ
り
ま
せ
ん（
接
種

費
用
が
全
額
自
己
負
担
に
な
り
ま

す
）の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
保
健
部
健
康
推
進
課

　
地
域
医
療
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
５

－

１
２
９
４

　
健
康
食
育
推
進
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
３
２

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
８
２

　

kenko@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

　
望
ま
し
い
食
生
活
や
生
活
習
慣
病
予
防
に
つ
い

て
、
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
講
座
で
す
。
自
分
の

た
め
、ま
た
学
ん
だ
こ
と
を
家
族
や
地
域
へ
伝
え
、

健
康
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
と　
　
き

　
平
成
25
年
1
月
17
日
㈭
・
29
日
㈫
、

　
2
月
22
日
㈮
、
3
月
15
日
㈮

�

9
時
30
分
～
14
時
30
分

●
と 

こ 

ろ

　
三
次
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
交
流
ホ
ー
ル
・

　
調
理
実
習
室

●
募
集
人
数　
30
人
※
市
内
在
住
で
全
過
程
に
出
席
で
き
る
方

●
内　
　
容

　

�

健
康
づ
く
り
や
食
に
関
す
る
講
義
、
講
演
会
、

調
理
実
習
、
運
動
実
技
な
ど

●
参 

加 

費　
無
料

●
申
込
方
法

　
�

平
成
25
年
1
月
10
日
㈭
ま
で
に
電
話
等
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
保
健
部
健
康
推
進
課
健
康
食
育
推
進
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
３
２

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
８
２

　

kenko@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

※�

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る

こ
と
で
重
症
化
を
予
防
で
き
ま
す
が
、
十
分

な
効
果
が
得
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※�

年
末
の
接
種
可
能
日
な
ど
は
、
医
療
機
関

に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

対象者 自己負担額
65歳以上（※１）の生活保護受給者 ０円（全額公費負担）
65歳以上（※１）の生活保護受給者以外 1,000円

※１�　60 ～ 64歳で、心臓、じん臓または呼吸器の機能に日常生
活が極度に制限される程度の障害がある方、ヒト免疫不全ウ
イルスにより免疫機能に障害のある方（身体障害者手帳１級程
度）を含みます。

※�　接種は１回です。２回目の接種をされた場合、２回目の接種費
用は全額自己負担（公費負担はありません）となります。

※�　接種（公費負担）の期間は、10月から12月までです。この期間
以外に接種された場合は、接種費用の全額が自己負担（公費助成
はありません）となります。

※�　償還払いは行いません（接種費用をいったん全額自己負担され
たあと公費負担相当額を市に請求されても、払い戻しはできませ
ん）。
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情報

広告

「8020達成者」「はつらつ家族」を表彰

問い合わせ先　福祉保健部健康推進課健康食育推進係
� ☎（0824）62-6232　 （0824）62-6382　 kenko@city.miyoshi.hiroshima.jp

　三次市歯科衛生連絡協議会では、毎年、「８
ハチマルニイマル

０２０達成者」と「はつらつ家族」を表彰しています。

「８
ハチ

０
マル

２
ニイ

０
マル

運動」達成者を表彰

「はつらつ家族」２組を表彰

Qお口の健康について、日ごろ気
を付けていることは何ですか？ A朝と夜は必ず歯を磨くようにしており、月に１回は歯の定期検診を受けてい

ます。また、食事に気を付け、毎日体操を行って、健康に気を付けています。

「8020」達成者の  黒く ろ

木
き

　一
か ず

哉
や

さん に話を聞きました。

　「８０２０運動」とは、生涯自分の歯で食べる楽しみを味わうため、80歳になっ
ても自分の歯を20本以上保とうという運動です。今年度「８０２０」を達成され
た方は、次の皆さんです。

　「はつらつ家族」とは、昨年度の３歳児歯科健康診査を受
診された幼児とその保護者のうち、歯と口腔に疾病異常がな
く健康であること、歯口清掃が良好であることなど、「お口
の健康」に優れた家族から選ばれるものです。審査の結果、
次の２組が表彰されました。

平成24年度「8020」達成者（受賞者）� （敬称略）

青
あお

木
き

　小
こ

梅
うめ

生
いぎ

谷
たに

　富
とみ

枝
え

上
うえ

迫
さこ

ヤエコ 亀
かめ

岡
おか

シズカ 木
き

建
だて

　　幹
みき

吉
きっ

川
かわ

　　實
みのる

木
きの

上
うえ

　大
だい

山
ざん

黒
くろ

木
き

　一
かず

哉
や

黒
くろ

木
き

チズヱ
え

黒
くろ

郷
ごう

　　進
すすむ

児
こ

玉
だま

　光
みつ

子
こ

小
こ

原
ばら

　　稔
みのる

佐
さ

々
さ

木
き

正
まさ

子
こ

鹿
しか

本
もと

　藤
ふじ

枝
え

新
しん

木
き

　清
きよ

子
こ

竹
たけ

國
くに

　賴
より

子
こ

立
たち

花
ばな

紀
き

己
み

枝
え

達
たつ

中
なか

ユリ子
こ

田
た

中
なか

　文
ふみ

夫
お

鶴
つる

岡
おか

　友
とも

子
こ

中
なか

井
い

　幸
ゆき

雄
お

西
にし

村
むら

　年
とし

春
はる

服
はっ

部
とり

　冝
よし

昭
あき

濵
はま

田
だ

　安
やす

子
こ

福
ふく

島
しま

セツコ

福
ふく

島
しま

　道
みち

雄
お

藤
ふじ

原
わら

　幸
さち

子
こ

藤
ふじ

原
わら

　孝
たか

成
しげ

細
ほそ

貝
がい

　孝
こう

司
じ

松
まつ

島
しま

　哲
てつ

夫
お

宮
みや

脇
わき

　範
のり

榮
え

森
もり

　フジミ 森
もり

下
した

春
はる

美
み

喜
き

柳
やなぎ

浦
うら

トチ子
こ

山
やま

田
だ

　英
えい

介
すけ

山
やま

田
だ

　壽
とし

彦
ひこ

吉
よし

田
だ

　好
よし

子
こ

渡
わた

邉
なべ

　博
ひろ

祥
よし

平成24年度「はつらつ家族」受賞者

吉
きっ

川
かわ

　衣
きぬ

代
よ

さん・碧
あお

人
と

さん親子

平
ひら

野
の

ますみさん・未
み

紗
さ

さん親子

広報みよし  No.10519



問い合わせ先　子育て支援部保育課保育係
�☎（0824）62-6147　 （0824）62-6300　 hoiku@city.miyoshi.hiroshima.jp または各支所

　
不
活
化
ポ
リ
オ
予
防
接
種
の
追
加
接
種
分
は
定
期
接
種

の
対
象
外
で
し
た
が
、
11
月
か
ら
定
期
接
種
に
な
り
ま
し

た
。
接
種
に
は
、
予
防
接
種
券
の
申
請
が
必
要
で
す
。

接
種
対
象
者

　
生
後
３
～
90
カ
月（
７
歳
６
カ
月
）未
満
の
方

�

（
標
準
的
な
初
回
接
種
年
齢
は
、
生
後
３
～
12
カ
月
で
す
。）

接
種
方
法
　
医
療
機
関
で
接
種
す
る
個
別
接
種

●
４
回
の
接
種
（
初
回
３
回
、追
加
１
回
）
が
必
要
で
す
。

※�

追
加
接
種
は
、
初
回
３
回
終
了
後
、
６
カ
月
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
１

回
接
種
し
ま
す
。

　

�（
追
加
接
種
の
標
準
的
な
接
種
年
齢
は
、
初
回
３
回
終
了

後
12
～
18
カ
月
で
す
。）

●�

１
回
目
の
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
さ
れ
た
方
は
、

不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
（
３
回
）
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

接
種
券
の
申
請
方
法
　
健
康
推
進
課（
三
次
市
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
１
階
）ま
た
は
各
支
所
で
行
い
ま
す
。
接

種
前
に
、
母
子
健
康
手
帳
、
予
防
接
種
券（
冊
子
）
を

持
っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
平
成
24
年
８
月
以
降
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん

　
３
種
混
合
ワ
ク
チ
ン
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
せ
き
・
破

傷
風
）
と
不
活
化
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
で
は
な
く
、
４
種
混

合
ワ
ク
チ
ン
（
ジ
フ
テ
リ
ア
・
百
日
せ
き
・
破
傷
風
・
不

活
化
ポ
リ
オ
）
の
予
防
接
種
券
を
、
他
の
定
期
予
防
接
種

券
と
一
緒
に
個
別
通
知
し
ま
す
。

※�

予
約
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
接
種
前
に
各
医
療
機
関
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※�

予
防
接
種
に
関
す
る
お
知
ら
せ
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　
福
祉
保
健
部
健
康
推
進
課
母
子
保
健
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
５
７

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
８
２

　

kenko@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

11
月
か
ら

不
活
化
ポ
リ
オ
予
防
接
種
の
追
加

接
種
が
定
期
接
種
に
な
り
ま
し
た

平成 25 年度保育所新規入所の受け付けを行います

※�必ず平成25年１月21日㈪までに申し込んでください。申込期
間を過ぎて提出された方については、次回（平成25年３月中旬）
の審査対象となります。

　平成25年４月からの新規入所を希望される方は、
所定の申込用紙に必要事項を記入の上、関係書類を
添付して、申込期間内に提出してください。

■申込書類の配布
　12月中旬から配布します。受付日までに書類の
準備をしておいてください。添付する関係書類につ
いては、申込用紙とあわせて配布するしおりをご覧
ください。
配布場所
　�保育課（三次市福祉保健センター３階）、各支所、
各保育所および総合窓口センター市民生活課

■申込期間・場所

通常
受付

申込期間
　�平成25年１月７日㈪～21日㈪�
※土日・祝日を除く
　８時30分～ 17時15分
場　　所：保育課・各支所

夜間･休日
受付

申込期間
　平成25年1月11日㈮　19時まで延長
　平成25年1月12日㈯　８時30分～ 17時15分
場　　所：保育課のみ

■申し込みを受ける保育所（園）
区　分 名　称 所　在　地 定員（人）

三
　
　
次
　
　
市
　
　
立

愛 光 保 育 所 三次町1681番地 140
十日市保育所 十日市中四丁目8番1号 172
川 地 保 育 所 上志和地町1078番地1 45
和 田 保 育 所 向江田町3362番地7 80
田 幸 保 育 所 大田幸町1532番地2 45
神 杉 保 育 所 高杉町81番地2 45
河 内 保 育 所 小文町219番地 20
粟 屋 保 育 所 粟屋町1456番地1 55
川 西 保 育 所 三若町1513番地 45
酒 屋 保 育 所 東酒屋町579番地 140
君 田 保 育 所 君田町西入君78番地1 60
布 野 保 育 所 布野町下布野1257番地2 60
さくぎ保育所 作木町下作木721番地1 60

区　分 名　称 所　在　地 定員（人）

三
　
　
次
　
　
市
　
　
立

吉 舎 保 育 所 吉舎町吉舎112番地 90
安 田 保 育 所 吉舎町安田3377番地1 30
八 幡 保 育 所 吉舎町吉舎川之内297番地1 30
敷 地 保 育 所 吉舎町敷地2237番地 30
三良坂保育所 三良坂町三良坂2825番地 120
仁 賀 保 育 所 三良坂町仁賀1356番地 30
み わ 保 育 所 三和町敷名1460番地9 120
こうぬ保育所 甲奴町本郷1627番地1 100

公設民営 東 光 保 育 所 四拾貫町12番地1 190

私
　
立

みゆき保育園 畠敷町1868番地2 120
子供の館保育園 南畑敷町349番地7 60
子供の城保育園 十日市中二丁目9番24号 100
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行事名 と　き ところ 対　象 内容など 申し込み・問い合わせ先

子育て相談 12月25日㈫
９：30～ 11：00

三次市福祉保健
センター３階

乳幼児と
その保護者

身体計測、離乳食、食事、歯とお口、
育児のことなどお気軽にご相談くだ
さい。

福祉保健部健康推進課母子保健係
☎（0824）62-6257
（0824）62-6382
kenko@city.miyoshi.hiroshima.jp

離乳食講座
平成25年
１月11日㈮
13：30～ 15：30

三次市生涯学習
センター３階
調理実習室

５カ月頃〜 18
カ月頃までの
乳児を子育て
中の保護者

みんなで一緒に離乳食を作りなが
ら、楽しく交流しましょう！
10人で締め切ります。
・託児を行いますので、ご希望の方
はお知らせください。

・申込締切　平成25年１月７日㈪

福祉保健部健康推進課健康食育推進係
☎（0824）62-6232
（0824）62-6382
kenko@city.miyoshi.hiroshima.jp

平成 25 年度放課後児童クラブ入会の受け付けを行います
　平成25年４月からの入会を希望される方は、申込書に必要事項を記入の上、
関係書類を添付して、申込期間内に提出してください。
※現在入会中の方で、継続して利用を希望される方も申し込みが必要です。
■申込書の配布場所　�育児支援課（三次市福祉保健センター3階）、各支所、

各児童クラブおよび総合窓口センター市民生活課
■申込期間・場所

■市の窓口に申し込みが必要な放課後児童クラブ
運営主体 小学校区 名　　称 開設場所

三次市

三　　次 三次小学校放課後児童クラブ 三次小学校内

十 日 市

十日市小学校放課後児童クラブ 十日市児童館
十日市小学校第２放課後児童クラブ 十日市児童館
十日市小学校第３放課後児童クラブ 旧十日市コミュニティセンター内

中央福祉会 ちゅうおう児童クラブ 子供の城保育園内

三次市

八　　次

八次小学校放課後児童クラブ 八次児童館
八次第２放課後児童クラブ 八次集会所内
八次第３放課後児童クラブ 三次総合卸センター内
八次ふれあい放課後児童クラブ 八次小学校内

神　　杉 神杉小学校放課後児童クラブ 神杉小学校体育館内
酒　　河 酒河放課後児童クラブ 旧酒屋保育所内
和　　田 和田放課後児童クラブ 旧ＪＡ和田出張所内
吉　　舎 吉舎放課後児童クラブ 吉舎児童館
三 良 坂 三良坂放課後児童クラブ 三良坂農村ふるさとセンター内
三　　和 三和小学校放課後児童クラブ 三和小学校内
甲　　奴 甲奴放課後児童クラブ 旧甲奴保育所内

■地域による児童クラブ・放課後子ども教室（上記以外の小学校区）
　※入会申込期間・方法は、地域により異なります。各地域の運営主体にご確認ください。
小学校区 運営主体 名　　称 開設場所
安　田 安田自治振興会 安田放課後児童クラブ 安田小学校内
川　地 川地児童クラブ保護者会 川地児童クラブ 川地小学校内
八　幡 八幡小学校ＰＴＡ 八幡放課後児童クラブ 八幡小学校内
青　河 青河自治振興会 青河児童クラブ 青河コミュニティセンター内
君　田 たんぽぽ 君田放課後児童クラブ 旧君田文化センター内
灰　塚 のぞみが丘運営協議会 のぞみが丘アフタースクール 灰塚小学校内
仁　賀 仁賀放課後クラブ 仁賀放課後クラブ 仁賀小学校内
田　幸 田幸地区町内会連合会 田幸児童クラブ 旧ＪＡ田幸出張所内
川　西 川西児童クラブ 川西児童クラブ 三若公会堂内
作　木 さくぎ児童クラブ運営委員会 さくぎ児童クラブ 文化センターさくぎ内
粟　屋 粟屋町づくり協議会 粟屋放課後子ども教室 粟屋小学校内
河　内 河内まちづくり連合会 河内放課後子ども教室 河内コミュニティセンター内・河内小学校内
布　野 布野町まちづくり連合会 布野放課後子ども教室 上布野老人集会所内

放課後児童クラブとは…
　保護者が就労などで昼間家庭に
いない小学校１～３年生までの児
童を対象に、放課後や土曜日、春
･夏･冬休みなどの学校休業日に、
家庭に代わる生活の拠点として遊
びを中心とした活動を行い、安全
で心身ともに健全に育つための支
援をします。

問い合わせ先　子育て支援部育児支援課育児支援係　☎（0824）62-6148　 （0824）62-6300
　　　　　　　 ikuji@city.miyoshi.hiroshima.jp

通常
受付

申込期間
　平成25年１月７日㈪～21日㈪ ※土日・祝日を除く
　８時30分～ 17時15分
場　　所：育児支援課・各支所

集中
受付日

申込期間
　平成25年1月11日㈮　19時まで延長
　平成25年1月12日㈯　８時30分～ 17時15分
場　　所：育児支援課のみ

※�必ず期間内にお申し込みく
ださい。申込期間を過ぎて
提出された方は、次回（平
成25年３月上旬予定）の審
査対象となります。

広報みよし  No.10521



～
遊
び
は
体
と
心
の
成
長
に
つ
な
が
り
ま
す
～

　
「
あ
っ
た
か
ハ
ー
ト
で
応
援
し
ま

す
！
」
が
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
三
次

市
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事
業
で
は
、
会
員

相
互
の
親
睦
を
深
め
る
た
め
、「
子
育

て
サ
ポ
ー
ト
交
流
会
」を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
遊
び
に
来

て
く
だ
さ
い
。

●
と　
き　
12
月
15
日
㈯

�

9
時
30
分
～
13
時
頃

●�

と
こ
ろ　

三
次
市
福
祉
保
健
セ
ン

タ
ー
４
階　
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル

●
対　
象　
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
会
員
、

　
　
　
　
　
子
育
て
中
の
親
子

●�

内　

容　

大
人
も
子
ど
も
も
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
、
お
楽
し
み
交
流
な
ど

●
参
加
費　
大
人
：
１
０
０
円

　
　
　
　
　
子
ど
も
：
無
料

●
申
込
締
切　
12
月
12
日
㈬

●�

申
込
方
法　
育
児
支
援
課
へ
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
子
育
て
支
援
部
育
児
支
援
課

�

育
児
支
援
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
１
４
８

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
０
０

　

ikuji@city.m
iyoshi.hiroshim

a.jp

　
乳
児
期
の
遊
び
は
、体
に
触
れ
た
り
、

目
を
見
て
語
り
か
け
た
り
す
る
こ
と
な

ど
が
基
本
に
な
り
ま
す
。
特
に「
こ
ん

な
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

い
う
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
子
ど
も

に
と
っ
て
遊
び
は
大
切
な
意
味
が
あ
り

ま
す
。

●�
乳
児
期
は
生
涯
の
中
で
一
番
成
長
発

達
が
大
き
い

　
乳
児
期
に
は
、
体
重
は
生
後
２
カ
月

で
出
生
時
の
２
倍
、
１
歳
頃
に
は
独
り

歩
き
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
体
の
変
化
ば
か
り
で
は
な
く
、
心
の

変
化
も
大
き
い
時
期
で
す
。「
気
持
ち

い
い（
快
）、
気
持
ち
悪
い（
不
快
）」の

時
期
か
ら
、
１
歳
近
く
に
な
る
と「
ほ

め
ら
れ
る
と
う
れ
し
い
、
１
人
で
や
り

た
い
」
と
い
っ
た
気
持
ち
が
芽
生
え
始

め
て
き
ま
す
。

●
遊
び
っ
て
す
ご
～
い

　
乳
幼
児
期
に
は
脳
の
神
経
回
路
が
発

達
し
ま
す
が
、
こ
の
脳
の
発
達
は
運
動

や
ふ
れ
あ
い
遊
び
に
よ
る
体
か
ら
の
刺

激
が
大
切
で
す
。

子
育
て
サ
ポ
ー
ト
交
流
会

を
開
催
し
ま
す
！

わ
く
わ
く
遊
び
の
す
す
め（
乳
児
期
編
）
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
保
健
部
健
康
推
進
課
母
子
保
健
係

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

６
２
５
７

　

（
０
８
２
４
）６
２

－

６
３
８
２

　

kenko@
city.m

iyoshi.hiroshim
a.jp

やってみよう！ポイントは「目を合わせ、笑顔で遊ぶこと」です。歌に
あわせて、生後４～５カ月頃からやってみましょう。

♬だるまさんがころんだ♬ ♬いっぽんばしこちょこちょ♬
　上下・左右の揺れを通して、体
の重心を意識するふれあい遊びで
す。シンプルな遊びですが、体を
中央に戻そうとする体の動きを意
識することができます。

「だーるまさんがこーろんだ
� おっとととと　おっとととと」

遊び方
①�大人は膝を立ててお山すわり
（足は閉じる）。

②�お子さんを膝の上に向い合わせ
に座らせて脇を支え、上下にゆ
らします。「おっとっと」の部
分は左右に揺れます。

　触られている部分が意識でき、また何度も繰り
返していると期待して待つことができるふれあい
遊びです。

「いっぽんばしこちょこちょ
　たたいて　つねって　階段のぼって
� こ～ちょこちょ」

遊び方
①�お子さんの手のひらを人
差し指でくすぐります。

②�やさしくたたいてつ
ねって、手のひらから
肩に向けて指先での
ぼって行き、最後にお
子さんの体のあちこち
をくすぐります。
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問い合わせ先　福祉保健部健康推進課健康食育推進係
� ☎（0824）62-6232 　 （0824）62-6382　 kenko@city.miyoshi.hiroshima.jp

「ふるさとランチ」とは、栄養バランスのとれた学校・保育所給
食に、三次産の米や野菜などをふんだんに取り入れたものです。
旬の野菜を使ったおいしい「ふるさとランチ」メニューを紹介
します。ぜひ、ご家庭でも作ってみてください。

「ふるさとランチ」メニューみ
よし発地産地消のすすめ

●ごはん　　●ゆず香り和え　　●牛乳
●鶏のスタミナ揚げ （鶏肉をにんにくとしょうがで味付け、米粉をつけて揚げる）
●煮ごめ （小豆・大根・人参・こんにゃく・れんこん・ごぼう・里芋・厚揚げ・しいたけが入った煮物）

６/19・10/19・１/19は「みよしふるさとランチの日」

ゆず香り和えの作り方

キャベツ………………100ｇ

大根…………………… 30ｇ

白菜…………………… 60ｇ

小松菜………………… 30ｇ

シーチキン…………… 20ｇ

ゆず果汁……… 大さじ1/２

ゆず果皮…………………少々

薄口しょうゆ… 大さじ1/２

酢……………………小さじ１

■材料（４人分）
①�キャベツ・大根は短冊切り、白菜は4cmの長さに切
り、軸は縦に細切りにし、葉は横に細切り、小松菜
も食べやすい大きさに切って、野菜は茹でて水にと
り、しぼっておく。
②シーチキンは乾煎りしておく。
③�ゆず果皮は内側の白い部分を削ぎ落として細切りに
する。
④�ゆずの果汁を絞り、薄口しょうゆ、酢と合わせて調
味液を作る。
⑤①と②を調味液とゆず果皮で和える。

■作り方

平成24年度「食育」絵画コンクール入賞作品を表彰

　今年度の「食育」絵画コンクールには、
市内の小学校20校1,353人から応募があ
り、子どもたちが描いた「食育」に関する
様々な作品が寄せられました。
　優秀作に選ばれた26人は、11月11日㈰
の ｢第９回みよし健康福祉まつり」で表彰
しました。受賞作品は次のとおりです。

特 選

　小
こ

山
やま

　叶
かな

登
と

（八幡小１年）
入 選

藤
ふじわら

原　泰
やす

子
こ

（布野小２年）	 山
やま

﨑
さき

　朝
あさ

日
ひ

（吉舎小３年）
龍
りゅう

王
おう

　真
ま

緒
お

（吉舎小４年）	 天
あま

野
の

　愛
あい

子
こ

（粟屋小６年）
幸
こう

住
すみ

　彩
あや

音
ね

（川西小５年）
佳 作

中
なか

島
しま

　絢
あや

子
こ

（十日市小１年）	 渡
わた

邊
なべ

　千
ち

咲
さき

（十日市小１年）
升
ます

岡
おか

　律
りつ

葵
き

（十日市小１年）	 大
おお

槻
つき

　星
せい

歌
か

（神杉小２年）
佐
さ

藤
とう

　萌
ほ

乃
の

（三次小２年）	 有
あり

兼
かね

　涼
りょう

太
た

（安田小３年）
鯰
なまず

谷
だに

　　翔
しょう

（三次小３年）	 斉
さい

藤
とう

日
ひ

向
な

子
こ

（八次小３年）
岡
おか

村
むら

　結
ゆい

菜
な

（十日市小４年）	 奥
おく

川
がわ

　雄
ゆう

斗
と

（十日市小４年）
中
なか

下
した

　晴
はる

輝
き

（作木小４年）	 岡
おか

　　駿
しゅん

輔
すけ

（三次小４年）
廣
ひろ

畑
はた

　幸
こう

汰
た

（酒河小５年）	 臺
だい

　　拓
たく

哉
や

（河内小５年）
田
た

中
なか

　健
けん

也
や

（田幸小５年）	 懸
かけ

田
だ

　陽
よう

平
へい

（田幸小５年）
牧
まき

原
はら

　佳
か

苗
なえ

（布野小６年）	 柳
やぎゅう

生　美
み

来
く

（神杉小６年）
中
なか

野
の

　高
たか

徳
のり

（三次小６年）	 中
なか

尾
お

　　優
ゆう

（十日市小６年）

問い合わせ先　福祉保健部健康推進課健康食育推進係
　　　　　　　☎（0824）62-6232　 （0824）62-6382　 kenko@city.miyoshi.hiroshima.jp

特選作品

（敬称略）

三次の特産に、外皮が非常に薄く、果肉が

多く、種がないゆずがあります。皮を冷凍

する場合は、刻まないほうが風味が残りま

す。

12 月のテーマ

ゆず

三 良 坂 共 同
調理場メニュー
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みんなのみんなの保険保険

広報みよし  12月号 24

み
ん
な
の
介
護
保
険

シリーズ
第18回ケーブルテレビ番組「介護予防ラジオ体操」出演グループ募集！

●出演していただく番組
　①�「あっちこっち三次」（平成25年１月15日㈫、２月19日㈫、３月19日㈫放映分）
　　月１回、地域で「介護予防ラジオ体操」に取り組むグループを紹介。
　②「介護予防ラジオ体操」
　　�１日２回放映中の番組のうち、18時55分からの放映分（5分間）。①の映像を編集し、体
操場面を1カ月間毎日放映。

●対象グループ・団体
　�三次市内で定期的に「介護予防ラジオ体操」に取り組んでいる、または今回の出演をきっか
けに、今後取り組む意欲のあるグループや団体。
●収録方法
　�グループ・団体が活動している地域に、㈱三次ケーブルビジョンの取材スタッフが出向いて
収録を行います。当日の取材や収録に要する時間は、１時間程度です。
●応募締切　平成24年12月25日㈫

●募集地区（グループ）数　１地区（グループ）
●対象グループ
　�体操や介護予防に関心があり、同じ地区から、おおむね15人以上の方が集まることができ
る地区やグループ。
●内容・日程
　３回シリーズ（１回２時間、２週間間隔で実施）。平成25年１月～３月の間に実施。
　※具体的な日程や会場は、地区（グループ）のご希望に合わせて調整します。

●応募締切　平成25年１月10日㈭

「介護予防ラジオ体操普及員養成講座」開催希望地区・グループ募集！

応募・問い合わせ先
　福祉保健部高齢者福祉課地域包括支援係（三次市地域包括支援センター）
☎（0824）65-1144　 （0824）65-2299　 koureisha@city.miyoshi.hiroshima.jp

１回目 ◦介護予防総論　～介護予防について理解しよう！
◦介護予防ラジオ体操を体験してみよう！

２回目
◦介護予防各論　～からだづくりの大切さを知ろう！
◦介護予防ラジオ体操をもっと知ろう！
　～�介護予防ラジオ体操の仕組みを知り、ポイントを押さえて体操ができるようになろう～

３回目 ◦体操応用編　～同じポイントでいろいろな体操をしてみよう～
◦私たちの地域に体操を広めるために、私たちができることは…？

　ケーブルテレビで放映中の次の番組で、「介護予防ラジオ体操」をしていただけるグループや
団体を募集中です。年代・地域を問いませんので。奮ってご応募ください。

　「介護予防ラジオ体操」を理解し、地域に広めていただく「介護予防体操普及員」を養成する
ための講座を、地域に出向いて行います。まずは、自分自身で体操の素晴らしさを理解・実践
していただき、どのようにすれば地域に広めることができるかを一緒に考えてみましょう。



国民健康保険の手続きはお済みですか？
　国民健康保険（国保）は、職場の健康保険など他の医療保険に加入していない方が加入する
ことになっています。次に該当される方は、早めに手続きをしてください。

問い合わせ先　総合窓口センター市民生活課保険年金係
　☎（0824）62-6134　 （0824）63-2809　 shimin@city.miyoshi.hiroshima.jp

みんなのみんなの保険保険

　
河
内
町
民
会
議
と
河
内
ま
ち
づ
く
り

連
合
会
で
は
、
現
在
21
人
で
青
色
防
犯

パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
河
内
地
区
は
、
西
城
川
が
南
北
に
流

れ
て
い
る
比
較
的
狭
い
谷
形
の
地
形
に

加
え
、
旧
出
雲
街
道
が
走
る
山
間
地
域

を
有
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
パ
ト

ロ
ー
ル
活
動
も
週
１
回
、
穴
笠
方
面
と

旧
出
雲
街
道
方
面
の
２
コ
ー
ス
に
分
け

て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
毎
週
水
曜
日
の
小
学
校
の
一
斉
下
校

で
は
、
子
ど
も
見
守
り
隊
活
動
と
連
携

し
て
活
動
を
展
開
し
、
子
ど
も
を
含
め

地
域
住
民
の
安
全
確
保
に
大
き
な
成
果

を
上
げ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
と
し
て
、
皆
さ
ん
の
安
全
・
安

心
を
守
る
た
め
、「
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
活
動
を

継
続
し
て

い
こ
う
」

と
、
隊
員
の

皆
さ
ん
と

話
し
合
っ

て
い
ま
す
。

　

三
和
町
民
会
議
で
は
、
10
月
８
日

（
月
・
祝
）
小
学
生
17
人
、
大
人
32
人

が
参
加
し
て
親
子
ふ
れ
あ
い
行
事
「
健

康
ウ
ォ
ー
ク
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
ク
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
、歴
史
あ
る
水
車
、高
八
山
城
址
、

映
画
ロ
ケ
地
に
も
な
っ
た
小
学
校
、
そ

し
て
野
草
園
、
八
幡
神
社
を
回
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
歴
史
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま

し
た
。

　

好
天
に
も
恵
ま
れ
、
参
加
者
全
員
、

高
低
差
の
あ
る
約
３
㎞
の
道
程
を
、心
地

良
い
汗
を
か
き
な
が
ら
完
歩
し
ま
し
た
。

　
八
幡
神
社
で
は
、
小
学
生
を
対
象
に

宝
物
探
し
も
し
て
、
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
三
和
町
民
会
議
で
は
、こ
れ
か
ら
も
、

親
子
ふ
れ
あ
い

行
事
な
ど
を
通

し
て
、
青
少
年

の
健
全
育
成
を

推
進
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま

す
。

地
域
に
犯
罪
の
な
い
社
会

を
め
ざ
し
て
！

健
康
ウ
ォ
ー
ク
大
会
開
催

青
少
年
育
成
河
内
町
民
会
議

青
少
年
育
成
三
和
町
民
会
議

○就職により勤務先の健康保険に加入された方
○家族の勤務先の健康保険の扶養に認定された方

国保の脱退手続きが必要な方

国保税がかかり続け、二重に掛け金を支払うことになります。また、
誤って国保の保険証で受診すると、国保から支払った医療費を全額返
還していただくことになり、不要な支出が生じることがあります。

国保の脱退手続きを
しないでいると ⇒

○離職により勤務先の健康保険を脱退された方
○家族の勤務先の健康保険の扶養でなくなり、他の医療保険に加入していない方

国保の加入手続きが必要な方

無保険状態になり、医療機関を受診するときに、医療費を全額負担す
ることになります。

国保の加入手続きを
しないでいると ⇒

○脱退手続き　…　新しく交付された職場の健康保険の保険証または加入証明書と印鑑
○加入手続き　…　離職票または脱退証明書と印鑑

申請に必要なもの

広報みよし  No.10525

青少年育成三次市民会議は、三次市内の19町民会議で構成され、青少年の健やかな成長を願い様々な事業を実施しています。

青
少
年
育
成
だ
よ
り

青少年のマスコット
ゆっぴー

み
ん
な
の
医
療
保
険

シリーズ



●「
家
事
事
件
手
続
法
」と
は
？

　
家
事
事
件（
家
事
審
判
や
家
事
調
停

に
関
す
る
事
件
）
の
手
続
き
を
定
め
る

法
律
で
す
。
国
民
に
利
用
し
や
す
く
現

代
社
会
に
適
合
し
た
家
事
事
件
の
手
続

き
を
定
め
る
た
め
に
、
新
た
に
制
定
さ

れ
ま
し
た
。

●
新
し
く
設
け
ら
れ
た
主
な
制
度

◦�

原
則
、
申
立
書
の
写
し
が
相
手
方
に

送
付
さ
れ
ま
す
。

◦�

事
件
の
当
事
者
で
あ
れ
ば
、
家
事
審

判
事
件
の
記
録
を
見
た
り
、
コ
ピ
ー

し
た
り
す
る
こ
と
が
、
原
則
許
可
さ

れ
ま
す
。

◦�

電
話
会
議
・
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
施
行
日　
平
成
25
年
1
月
1
日
施
行

※�

た
だ
し
、「
家
事
事
件
手
続
法
」
が
適
用
さ
れ
る
の

は
、
施
行
日
（
平
成
25
年
1
月
1
日
）
以
降
に
申

し
立
て
ら
れ
た
家
事
事
件
で
す
。

詳
し
く
は
、
裁
判
所
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（

http://w
w
w
.courts.go.jp/

）を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
お
近
く
の
家
庭
裁
判
所
の
家
事
手
続

き
案
内
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　
広
島
家
庭
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
庶
務
係

　
☎（
０
８
２
）２
２
８

－

０
４
９
７

消
費
者
の
味
方

■
相
談
内
容

　
「
レ
ア
ア
ー
ス
」を
扱
っ
て
い
る
と
い
う

Ａ
社
の
社
債
に
関
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

が
届
い
た
。
そ
の
後
、
Ｂ
社
か
ら「
Ａ
社

の
社
債
を
欲
し
が
っ
て
い
る
貿
易
商
が

い
る
が
、
案
内
が
届
い
た
人
し
か
買
え

な
い
。
代
わ
り
に
50
口
申
し
込
ん
で
ほ

し
い
」と
電
話
が
あ
っ
た
。「
お
金
は
貿

易
商
が
支
払
う
の
で
用
意
す
る
必
要
は

な
い
。
申
し
込
み
1
口
に
つ
き
3
万
円

の
謝
礼
を
す
る
」と
の
こ
と
だ
っ
た
。
申

し
込
む
だ
け
で
謝
礼
が
も
ら
え
る
な
ら

と
申
し
込
ん
だ
。

　
と
こ
ろ
が
、
Ａ
社
か
ら「
監
査
が
入
り

『
名
義
人
と
振
込
人
が
違
う
の
は
問
題

だ
』と
指
摘
さ
れ
た
。
貿
易
商
が
帰
国
し

た
ら
返
す
の
で
代
わ
り
に
入
金
し
て
ほ

し
い
」と
言
わ
れ
、
２
０
０
万
円
を
振
り

込
ん
だ
。
本
当
に
返
し
て
も
ら
え
る
だ

ろ
う
か
。�

（
60
歳
代　
男
性
）

《
ア
ド
バ
イ
ス
》

●�

あ
る
販
売
業
者
が
提
供
す
る
商
品
や

権
利
等
を
、
勧
誘
業
者
が「
購
入
額

以
上
で
買
い
取
る
」「
謝
金
を
支
払

う
」
な
ど
、
あ
た
か
も
消
費
者
の
利

益
に
な
る
か
の
よ
う
な
説
明
で
契
約

さ
せ
よ
う
と
す
る
、
劇
場
型
勧
誘

（
買
え
買
え
詐
欺
）
の
相
談
が
後
を

絶
ち
ま
せ
ん
。

●�

事
例
の
他
に
も
、
不
審
に
思
っ
て
申

し
込
み
を
や
め
よ
う
と
す
る
と「
支

払
わ
な
け
れ
ば
裁
判
に
す
る
」
な
ど

と
脅
し
て
き
た
り
、
自
宅
を
担
保
に

借
金
ま
で
さ
せ
て
購
入
を
強
要
し
た
り
す

る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
ま
す
。

●�

実
際
に
勧
誘
業
者
の
言
う
通
り
に
消
費
者

が
利
益
を
得
ら
れ
た
ケ
ー
ス
は
こ
れ
ま
で

一
件
も
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
お
金
を
渡

し
て
し
ま
う
と
取
り
戻
す
の
は
極
め
て
困

難
で
す
。う
ま
い
話
は
あ
り
ま
せ
ん
。き
っ

ぱ
り
断
り
ま
し
ょ
う
。

●�

困
っ
た
と
き
は
、
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
し
込
む
だ
け
で
謝
礼
⁉

「
買
え
買
え
詐
欺
」に
注
意
！

問い合わせ先　総合窓口センター市民生活課市民窓口係（消費生活センター）
☎（0824）62-6222  （0824）63-2809  shimin@city.miyoshi.hiroshima.jp

消費生活相談
　相談日時  毎週　月・火・木・金曜日の９時～ 16時

　市では、消費生活に関する相談窓口として、消費生活センターを設置
しています。トラブルが発生したときや、心配なときはご相談ください。

※�市では、悪質商法の被害にあわないための消費者出前講座を行っています。�
地域や団体でお気軽にご利用ください。

〈心配なときは、消費生活センターへ〉

１月の無料法律相談日　平成25年１月７日㈪・17日㈭の13時～16時

　市では、毎月弁護士による無料法律相談を行っています。事前予約の
上、ご利用ください。

〈無料法律相談をご利用ください〉

平
成
25
年
1
月
1
日

「
家
事
事
件
手
続
法
」施
行

家
事
事
件
の
手
続
き
が

新
し
く
な
り
ま
す

統
合
失
調
症
の
方
の
家
族

学
習
会
を
開
催
し
ま
す

　
統
合
失
調
症
の
方
の
ご
家
族
を
対
象

に
、
病
気
や
対
応
の
仕
方
な
ど
を
学
習

し
ま
す
。
日
ご
ろ
の
悩
み
や
思
い
を
お

互
い
に
語
り
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
と　
き

　
平
成
25
年
1
月
10
日（
木
）

　
13
時
30
分
～
15
時
30
分

●
と
こ
ろ

　
三
次
市
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

�

活
動
交
流
室

●
対　
象

　
統
合
失
調
症
の
方
の
ご
家
族
の
み

●
内　
容

　
家
族
Ｓ
Ｓ
Ｔ（
生
活
技
能
訓
練
）

※�

日
々
の
対
応
で
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、

み
ん
な
で
知
恵
を
共
有
し
て
解
決
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

●
申
込
方
法

　

平
成
25
年
１
月
８
日（
火
）
ま
で
に

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
三
次
市
障
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎（
０
８
２
４
）６
５

－

１
１
３
１

　

（
０
８
２
４
）６
５

－

１
１
３
２

相談日時
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　総務省では、国や特殊法人の仕事についての苦
情の解決やご意見・ご要望の実現に向けて、行政
相談委員による相談所を開設しています。お気軽
にご利用ください。

行政相談委員の相談所障害者相談会

問い合わせ先　総務省中国四国管区行政評価局
� ☎（082）228-6173　 （082）228-4955

と　　き と　こ　ろ
12月17日㈪ 9時～ 12時 みらさか福祉センター

12月20日㈭
10時～ 11時30分 君田保健センター
14時～ 17時 三次市福祉保健センター

12月28日㈮ 9時～ 12時 三次市福祉保健センター

平成25年 　
１月８日㈫ 10時～ 15時

三次市役所吉舎支所
みわ保健センター

平成25年 　
１月10日㈭ 9時～ 12時 甲奴老人福祉センター

※�日程が変更される場合がありますので、ご利用の際は、お問
い合わせください。

　障害者（身体・知的・精神）の生活や就労、ご
家族の悩みなどの相談に、障害者支援センター相
談員などが応じます。お気軽にご相談ください。
障害者巡回相談
相 談 員　三次市障害者支援センター相談員 ほか
相談時間　10時～ 12時

と　き ところ
１月７日㈪ 作木福祉保健センター
１月８日㈫ 布野保健福祉センター
１月９日㈬ みわ保健センター
１月11日㈮ 吉舎保健センター
１月15日㈫ 君田保健センター
１月16日㈬ 甲奴老人福祉センター
１月18日㈮ みらさか福祉センター

「きこえ」に困っている人のための相談会
相 談 員　伊

だ
達
て

元
げん

一
いち

郎
ろう

（聴覚障害者）
相談時間　９時～ 12時 ※要約筆記あり

と　き ところ
１月12日㈯ 三次市福祉保健センター１階相談室

ピア・カウンセリング
例えば、このような相談を受けています。
　◦病（特に統合失調症など）との付き合い方　◦人との付き合い方
　◦障害による悩み・障害による就職や恋愛の悩み
　◦話を聴いて欲しい　◦育児　◦うつ病　◦産後うつ
カウンセリング時間　約１時間※要予約

と　き ところ

随　時 三次市福祉保健センター２階活動交流室
（またはご自宅へ訪問もします）

知的障害者の相談会
相 談 員　新

しん
元
もと

史
ふみ

子
こ
（知的障害者相談員）

相談時間　10時～ 12時 ※要予約
連 絡 先　☎090-2297-4546（新元）

と　き ところ
１月19日㈯ 三次市福祉保健センター

問い合わせ先　地域振興部地域振興課ひとづくり係
　☎・ （0824）64-2832
　 chiiki＠city.miyoshi.hiroshima.jp

問い合わせ先　三次市障害者支援センター
� ☎（0824）65-1131　 （0824）65-1132
� support@p1.pionet.ne.jp

あなたは悪くありません
ひとりで苦しまないで

一歩踏み出してみませんか？

配偶者・パートナーからの
暴力（DV）で
悩んでいませんか？

秘密は厳守します

蜜
蜂
を
飼
育
す
る
方
へ

「
蜜
蜂
飼
育
届
」の
提
出
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す

こ
れ
ま
で
に
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
こ
と

が
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
平
成
25
年
1
月
1
日
に
改
正
養
蜂
振
興
法
が
施
行
さ
れ

ま
す
。
蜜
蜂
を
飼
育
す
る
場
合
は
、
毎
年
1
月
末
ま
で
に
、

そ
の
年
の
飼
育
計
画
な
ど
を
記
入
し
た「
蜜
蜂
飼
育
届
」を

都
道
府
県
へ
提
出
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
趣
味

で
飼
育
す
る
場
合
も
提
出
が
必
要（
手
数
料
は
不
要
）で
す
。

　
な
お
、園
芸
作
物
の
花
粉
交
配
用
に
飼
育
す
る
場
合
な
ど
、

提
出
が
不
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
県
庁
畜
産
課
ま
た
は
県
畜
産
事
務
所
へ
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
広
島
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（「
蜜

蜂
飼
育
届
」で
サ
イ
ト
内
検
索
）を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

 

広
島
県
農
林
水
産
局
畜
産
課

　

 

☎（
０
８
２
）５
１
３

－

３
６
０
４

　

 

広
島
県
北
部
畜
産
事
務
所

　

 

☎（
０
８
２
４
）７
２

－

２
０
１
５（
代
表
）

～
林
業
退
職
金
共
済
制
度
の
お
知
ら
せ
～

　
林
業
退
職
金
共
済
制
度（
林
退
共
）
に
加
入
し
て
い
た

方
で
、
退
職
金
を
ま
だ
受
け
取
っ
て
い
な
い
方
を
探
し
て

い
ま
す
。
以
前
、
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
た
も
の
の
、
ご

自
身
が
林
退
共
に
加
入
し
て
い
た
か
分
か
ら
な
い
方
に
つ

い
て
も
お
調
べ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
各
種
手
続
き（
共
済
手
帳
の
紛
失
、
退
職
金
の

請
求
な
ど
）
の
必
要
が
生
じ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
対
応

し
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

詳
し
く
は
、
林
退
共
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w
w
.rintaikyo.taisyokukin.go.jp/

　

 

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

　

 

林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　

 

☎（
０
３
）６
７
３
１

－

２
８
８
７

　

 

（
０
３
）６
７
３
１

－

２
８
９
０

問い合わせ先問い合わせ先
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無 料 相 談 案 内



と　　き　�12月25日㈫まで開催
開館時間	 �９時30分～17時（入館は16時30分まで）

※12月24日（月・祝）は21時まで開館（入館は20時30分まで）
入 場 料（常設展観覧料含む）
　�一般：1,000（900）円、ペアチケット（一般男女）：1,800円、
高校・大学生：500（400）円、中学生以下：無料

と　　き	 �平成25年1月2日㈬～20日㈰ ※平成25年1月9日㈬休館
開館時間	 �９時30分～17時（入館は16時30分まで）
展示内容	 三次圏域の保育所・市立学校・高等学校等に所属する幼児、児童、生徒の作品を展示します。

　画家・犬
いぬ

塚
づか

勉
つとむ

の画業を紹介している本展では、犬塚勉が大学
院に通っていた1975（昭和50）年の作品から亡くなる1988（昭和
63）年までの作品を紹介しています。
　第一部は「画風の変遷」と題し、人物や仏画、育った多摩の風
景などを紹介。人物表現の変化も見所の一つです。第二部は「自
然を描く」と題し、写実的な自然を緻

ち

密
みつ

に描いた作品を紹介して
います。人形の顔を描くときに使う面相筆を用いて、草の一本一
本まで描き込んだ画面からは、犬塚勉の感じた自然の息吹が伝わ
るようです。
　「生活の中に芸術があるのではなく、芸術の中に生活がある」と
いう強い信念を持ち、山に登り、絵を描き続けた犬塚勉。迫力あ
る作品群をご覧ください。

問い合わせ先　☎（0824）65-0010　 （0824）65-0012　 info@genso-sayume.jp

奥田元宋・小由女美術館は、多くのボランティアの皆さんの
ご協力によって運営されています。ボランティアスタッフ募集！

受付・監視・環境美化・ガイド・広報・事務・イベント・呈茶など、
自分に合った活動でボランティアができます。美術館では、ボランティアでご協力いただける方を募集しています！

出　演	 みよし児童合唱団
曲　目	� 「サンタが街にやってくる」「Ave Verum 

Corpus」「Dona Nobis Pacem」ほか

出　演	 淀
よど

川
かわ

　萌
もえ

（ソプラノ）　淀
よど

川
かわ

亜
あ

沙
さ

（ピアノ）
曲　目	 �「グリーン･スリーブス」「ピエ･イエス」
            「ねむの木の子守歌」「冬の夜」ほか

クリスマスイヴコンサート
みよし児童合唱団イヴイヴコンサート イヴの夜に…

―純粋なる静寂― 犬塚勉展

「暗く深き渓谷の入口Ⅰ」 アクリル・キャンバス
1988（昭和63）年　個人蔵　©Tsutomu Inuzuka

「
横
向
き
の
女
」 

ア
ク
リ
ル
・
キ
ャ
ン
バ
ス

１
９
７
８（
昭
和
53
）年　

個
人
蔵

©
Tsutom

u　

Inuzuka

「私は自然になりたい」

※（　）内は前売りおよび20人以上の団体　※ペアチケットは一般男女のペアが対象
※�身体障害者手帳・療育手帳・精神障害者保健福祉手帳をお持ちの方は観覧料無料

12月24日（月・祝）

　奥田元宋・小由女美術館では、開館以来、積極的に学校との連携事業、地域の幼児・児童を対象にした出前ワークショッ
プ等に取り組んできました。
　鑑賞教育の重要性をますます認識し、児童・生徒の作品を中心に、学校あるいは学年単位での活動成果を、美術館で展
示することにしました。独自に創作活動を遂行する中で制作された作品もありますが、鑑賞教育の成果発表展として、こ
れまでの活動を踏まえた作品や感想文なども紹介します。

「見
み

た！描
か

いた！撮
と

った！　― 私の作品発表展」
学校連携鑑賞授業成果発表事業

と き

14時～ 19時～

広報みよし  12月号 28

ARTTIMES奥 田 元 宋 ・ 小 由 女 美 術 館
企画展情報

ARTTIMES奥 田 元 宋 ・ 小 由 女 美 術 館



三次観光イメージ
キャラクター
『きりこちゃん』

みよしKINSAIイルミネーション

●と　　き	 12月15日㈯ 開演17時（開場16時30分）
●と こ ろ	 三次市文化会館　大ホール
●出　　演
　�村

むら

山
やま

　岳
たけし

（バス・バリトン）、菅
かん

野
の

祥
しょう

子
こ

（メゾソプラノ）、
　淀

よど

川
かわ

　萌
もえ

（ソプラノ）、渡
わた

部
なべ

優
ゆ

美
み

（ピアノ）
　みよし児童合唱団（賛助出演）
●プログラム　�「翼をください」「マイ・ウェイ」 

「歌劇『ファウスト』から宝石の歌」ほか
●入場料※全席自由席・消費税込
　�大人2,500円（当日3,000円）、 

高校生以下500円（当日800円）、 
ペア券4,000円（前売りのみ）

●主　催　㈱暮らしサポートみよし
●共　催　�三次音楽家協会
●後　援　�三次市、三次市教育委員会、中国新聞社、 

広島県北合唱団体ネット、㈱三次ケーブル
ビジョン、三次市文化会館友の会

●と　　き	 12月22日㈯
	 13時～ 16時
　13時20分～映画上映「おかんの嫁入り」
　 主演  宮崎あおい、大竹しのぶ
　 内容  食卓がつなぐ家族のきずなの物語
　15時10分～交流会（かぼちゃのスープ提供）

※先着200人に手づくりエコキャンドルとゆずをプレゼント！

●と こ ろ	 布野生涯学習センター
●主　　催	 布野町まちづくり連合会公衆衛生部
●共　　催	� 広島県地球温暖化対策地域協議会 

「布野の食と脱温暖化を考える会」
●後　　援	� 三次市、中国新聞三次支局

●と　　き
12月22日㈯～
� 平成25年２月14日㈭

　17時～ 22時
●と こ ろ
　みよし運動公園周辺

【問い合わせ先】　三次市文化会館（㈱暮らしサポートみよし）
� ☎（0824）63-6335　 （0824）63-6337

【問い合わせ先】　布野町まちづくり連合会
� ☎（0824）54-2119

ecoで冬至を 聖夜の三次に響け 声の祭典
歌のおくりもの

～歌とトークでつづるコンサート～
～映画見て、こころ、あったまろ～

　冬至は１年で１番夜が長
い日です。電気を消して
ローソクの灯りの中で家族
一緒に暖かく過ごしてみま
せんか？

　約７万球のLEDが、三次
の冬の夜空を美しく彩りま
す。今年は、三次観光イメー
ジキャラクター「きりこちゃ
ん」のオブジェも登場しま
す。ぜひ、ご覧ください！

【問�い合わせ先】　三次市観光キャンペーン実行委員会事務局（地域振興部
観光交流課内）� ☎（0824）64-0066　 （0824）62-6137

入場無料
全席自由

※写真は昨年の様子です。
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　NPO法人「三次科学技術教育協会（略称：M
ミスティー
ISTEE）」

は、「子どもから大人まで科学を楽しむ」をキーワード
に、様々なイベントを開催しています。

　しし汁とコーヒーの
無料サービスやサック
スの生演奏をお楽しみ
ください。

●と　　き	 平成25年1月5日㈯～ 4月14日㈰
	 ※月曜日休館（平成25年1月14日・2月11日は開館）
●開館時間	 9時～ 17時
●と こ ろ	 三良坂平和美術館
●入 館 料	� 一般150円、 

65歳以上・高校生以下は無料

●と　　き	 平成25年1月13日㈰～ 26日㈯
	 ※月曜日休館（平成25年1月14日は開館）
●開館時間	 9時～ 17時 ※最終日は12時まで
●と こ ろ	 三良坂平和美術館
●入 館 料	� 無料

●と　　き	 平成25年１月１日（火・祝）
	 ７時～７時30分頃　サックスの生演奏
	 ※初日の出は７時過ぎの見込みです。
●と こ ろ	 高谷山展望台（粟屋町）

●と　　き	 平成25年１月１日（火・祝）６時40分～
●と こ ろ	 登美志山山頂（吉舎町安田）

●と　　き	 12月31日㈪ 23時50分～

【問い合わせ先】　三良坂平和美術館
� ☎・ （0824）44-3214

【問い合わせ先】　君田温泉　森の泉
� ☎（0824）53-7021　 （0824）53-2119

【問い合わせ先】 粟屋町づくり協議会�☎（0824）63-6500

スケッチでデザイン

広島県高等学校総合文化祭
三次地区作品展

年末カウントダウン

高谷山で初日の出を見る集い柿手春三常設館

企画特別展示館

君田温泉　森の泉

天体写真展「天体の不思議」

【問い合わせ先】はらみちを美術館（君田温泉森の泉内）
� ☎（0824）53-7021　 （0824）53-2119

●入場料	� 一般300円､ 高校生150円
※中学生以下・障害者手帳など所持者および介助者は無料

ふれあい広場ティータイムday

ハンドベル・クリスマスコンサート

●と　き　�12月1日㈯～平成25年１月27日㈰
※12月25日㈫、平成25年１月15日㈫休館

●と　き	 12月14日㈮　13時30分～

●と　き	 12月22日㈯　14時～
●出　演	 ベル・エール

MISTEE

星の美しさ、不思議さを体験してみませんか？

●と　　き	 平成25年
	 ２月３日㈰ 10時～

節分祭り
君田温泉　森の泉

●と　　き	� 平成25年
	 １月１日（火・祝）
	 　～１月３日㈭
　　 １日 	 ０時～　新年鏡割り
	 ０時～２時　初風呂
	 14時～　新年初神楽舞い（福まきあり）
　　 ２日 	 14時～　君田町芸能大会
　　 ３日 	 14時～　音楽イベント

新春イベント
君田温泉　森の泉

平成24年５月21日の日食

　平成24年５月の日食、同じ
く６月の金星太陽面通過など、
多くの注目された天文現象を振
り返りながら、天体写真展を開
催します。星の美しさ、不思議
さを体験し、心をリフレッシュ
してみませんか。

　山頂からの展望は360度開けており、霧の
海からの初日を見ることができます。ぜんざ
い、甘酒などの振る舞いもあります。

【問い合わせ先】　とみしの里振興協議会
� ☎（0824）43-4661

登
と

美
み

志
し

山 初日を迎える集い
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　吉舎町内を中心とした幼児、小・中学生、
高校生の作品が、館内に並びます。絵画、書
道、工作など、力のこもった作品を鑑賞して
いただき、子どもたちの感性豊かな世界に触
れてみてください。

　地域の方々で毎年制作されている、葉ボタ
ンを使った年賀状です。

●と　き	 平成25年
　 幼児・小学生  １月17日㈭～ 27日㈰
　 中 学 生  ２月 1日㈮～ 11日㈪
　 高 校 生  ２月16日㈯～ 28日㈭
　※月曜日休館（祝日を除く）
●ところ	 美術館あーとあい・きさ
【問い合わせ先】　美術館あーとあい・きさ
� ☎・ （0824）43-2231

●と　　き	 12月17日㈪～平成25年1月12日㈯
	 ※12月16日㈰の午前中に制作予定
●と こ ろ	 吉舎農山村広場（敷地グラウンド）

●と　　き	 平成25年１月７日㈪ 10時～
●と こ ろ	 須佐神社（甲奴町小童）

●と　　き	 平成25年１月20日㈰ ９時55分～ 12時
●と こ ろ	 布野生涯学習センター
●プログラム
　布野小学校（合唱）／布野中学校（創作ダンス）
　二

に
本
ほん

囃
ば や し

子（ギターインスト）／布野おんな太鼓
　Ｐ

ピ ッ プ
ＩＰ（マリンバ＆ビブラフォンアンサンブル）

【問い合わせ先】　敷地コミュニティセンター
� ☎（0824）43-2377

花文字年賀状（葉ボタン年賀状）吉舎町内外の幼児・
児童生徒作品展

おすすめイベント情報
近隣市町

L
ルクシアタ

UXEATERふくやま2012

【問い合わせ先】　LUXEATERふくやま2012事務局
　☎（084）944-5517  （084）944-5516  http://luxeater.jp

　街なかで突如始まる演奏やダンス、灯りが描く巨大地上
絵、灯りのカーペットに包まれての合唱…。灯りをテーマ
にした、福山初の冬の大規模イベントです。
灯り×アート  「灯りの地上絵アート」
●と　き	 12月22日㈯～ 24日（月・祝）17時～ 21時
●ところ	 中央公園芝生広場
灯り×書  「灯りの書道アート」

●と　き	 12月22日㈯ 17時～ 21時
	 12月23日㈰・24日（月・祝） 10時～ 21時
●ところ	 まなびの館ローズコム
灯り×躍動  「サタデーフラッシュモブ」

●と　き	 12月１日㈯～ 22日㈯の毎週土曜日17時～
●ところ	 JR福山駅前広場
灯り×音楽  「灯りの第九～福山市民大合唱～」

●と　き	 12月24日（月・祝）19時～ 20時
●ところ	 中央公園芝生広場

　江戸時代初期から伝わ
る弓神事。
　宮司が射た的に飾った
松を持ち帰ると、その年
は無病息災のご利益があ
るとされています。福餅
まきや七

なな
草
くさ
粥
がゆ
の振る舞い

もあります。

　布野町ゆかりの
団体によるアット
ホームな雰囲気の
音楽祭です。

【問い合わせ先】　須佐神社総代会事務局
� ☎（0847）67-2381（近藤）

【問い合わせ先】　布野町まちづくり連合会
� ☎（0824）54-2119

的弓祭

ふの音楽祭2013
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三次市委託職業訓練講座
就職活動中の市民および市内事業所にお勤めの方を対象とした訓練講座です。
受講料：無料（※講座によりテキスト代などの個人負担あり）

講　座　名 期　　間 時　間 定員
（人） 内　　容

簡単に学べる初心者からの青色申告
（第４回目） 1/17・1/24 木 13:00〜17:00 15 会計ソフトに入力したデータを元に、

青色申告決算書の作成

職業訓練センター　一般職業訓練講座� ※時間は変更になる場合があります

講　座　名 期　　間 時　間 定員
（人）

受　講　料（会員）
受　講　料（一般）

Word ＆ Excel 基本編 1/8～1/24 火・木 10:00～12:00 10 13,000 円（テキスト代別）
13,000 円（テキスト代別）

Word ステップ１基本編 1/8～1/24 火・木 10:00～12:00 10 7,000 円（テキスト代別）
7,000 円（テキスト代別）

Excel ステップ１基本編 1/29～2/14 火・木 10:00～12:00 10 7,000 円（テキスト代別）
7,000 円（テキスト代別）

Word マスター土曜コース 1/12～1/26 土 13:00～17:00 10 8,000 円（テキスト代別）
8,000 円（テキスト代別）

Word マスターコース 1/17～2/21 月・木 18:30～20:30 10 12,000 円（テキスト代別）
12,000 円（テキスト代別）

初歩からのWord ＆ Excel
マスターコース 1/17～3/28 月・木 18:30～20:30 10 22,000 円（テキスト代別）

22,000 円（テキスト代別）
中間管理職研修 
（実用プレゼンテーション基礎講座） 1/24・1/25 木・金 9:00～16:00 20 17,000 円（昼食費込）

20,000 円（昼食費込）
※定員になり次第、受け付けを締め切らさせていただきますので、ご了承ください。

広
島
県
立
三
次
看
護
専
門

学
校
入
学
生
募
集

募 集●
募
集
内
容

学　科 受験資格 募集人員

第一看護学科
（修業年限３年）

高等学校卒業者（平成25年３月卒業
見込みの人を含む）、またはこれと同
等以上の学力があると認められる人

60人

第二看護学科
（修業年限２年）

准看護師の免許取得後、3年以上業
務に従事している人、もしくは准看
護師の免許取得者（平成25年3月免
許取得見込みの人を含む）で、高等
学校卒業者（平成25年3月卒業見込
みの人を含む）、または高等学校卒
業と同等以上の学力があると認めら
れる人

20人

●
試
験
日

第
一
看
護
学
科

　
平
成
25
年
1
月
31
日
㈭
・

　
2
月
1
日
㈮

第
二
看
護
学
科

　
平
成
25
年
1
月
30
日
㈬

●
試
験
会
場

　
広
島
県
立
三
次
看
護
専
門
学
校

●
受
付
期
間

　
平
成
25
年
1
月
9
日
㈬
～
18
日
㈮

※�

郵
送
の
場
合
は
、
平
成
25
年
1
月
18
日
㈮
の

消
印
有
効

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

　
広
島
県
立
三
次
看
護
専
門
学
校

　
☎（
０
８
２
４
）６
２

－

５
１
４
１

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集

募集●
募
集
種
目　
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

●
応
募
資
格　
15
歳
以
上
～
17
歳
未
満

※�

応
募
資
格
は
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
の
年
齢

●
試
験
期
日

　

１ 

次　
平
成
25
年
１
月
19
日
㈯

　

２ 

次　
平
成
25
年
２
月
２
日
㈯
～
５
日
㈫
の
う
ち
の
１
日

●
応
募
期
間　
11
月
１
日
㈭
～
平
成
25
年
１
月
７
日
㈪

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　
自
衛
隊
三
次
地
域
事
務
所

　
☎
・
（
０
８
２
４
）６
２

－

０
３
５
０

広
島
県
立
広
島
高
等
技
術
専
門
校

委
託
訓
練
生
募
集

募 集●
講 

座 

名　
パ
ソ
コ
ン
実
務
科

※�

事
務
分
野
に
お
け
る
Ｉ
Ｔ
の
基
礎
技
術
と
関
連
知
識
を
身
に
付
け
、
企
業
活
動
全
般
の
知

識
を
習
得
し
ま
す
。

●
対　
　
象　
求
職
中
の
方

●
受
講
期
間　
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㈭

●
応
募
方
法

　
最
寄
り
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ー
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ー
ク
に
お
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し
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み
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だ
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い
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受
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料
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無
料
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キ
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代
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ど
1
万
２
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０
０
円
程
度
必
要
で
す
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1月 主　な　行　事 S c h e d u l e

申し込み・問い合わせ先
　広島県立みよし公園（指定管理者ミズノグループ）
� ☎（0824）66-3366　 （0824）66-3370

★県立みよし公園
� NewYearフェスティバル2013～巳★　
　お子さんから大人まで、どなたでもお楽しみ
いただけるイベント盛りだくさん！
と　 き 　�平成25年１月19日（土）

10時～ 16時
ところ 　カルチャーセンター
内　 容 　�ランニングバイク体験、エコイベント、

HIPHOP＆バレエetc...パ フォーマンス
ショー、フリーマーケット、似顔絵キューピッ
ト「小林つかさ」さん似顔絵実演、科学の実
験～身近で学ぼ♪楽しく実験、ロッククラ
イミング体験、ネイルアート、アロマハンド
マッサージ、書初めフリースペース・展示＆
新春書初めコンテスト、各種スポーツ無料
体験ゾーン、お年玉企画「ビンゴ大会」、きっ
ずスペース� ※一部内容が変更になる場合があります。

みよし運動公園（東酒屋町）
☎（0824）62-1994　 （0824）64-0344
5日㈯ 三次市ソフトテニス連盟１月例会・新年会
6日㈰ 新春初打ち会

広島県立みよし公園（四拾貫町）
☎（0824）66-3366　 （0824）66-3370
　http://www.mizuno.co.jp/school/facility/shisetsu_17/
4日㈮～ 6日㈰ ソフトテニス広島県国体少年女子強化合宿
8日㈫ 第52回ミズノ杯パークゴルフ大会

12日㈯
北支部トレーニングセンターフットサルリーグ
エンジョイ！フットサルリーグ2012セカンドシリーズ第３節

13日㈰ 第22回広島ドリームバレーボール小学生北部予選会
14日（月・祝）・
26日㈯ ソフトテニス広島県国体少年女子強化練習

15日㈫ PGともえ会月例会
17日㈭・31日㈭ ミズノ・スポーツ塾（とび箱教室）
19日㈯ 県立みよし公園NEW YEARフェスティバル2013 ～巳
20日㈰ 第8回田幸スポーツ少年団ポプラバレーボール大会
25日㈮ 三次市パークゴルフ協会月例会
27日㈰ 県北バスケットボールリーグ順位決定トーナメント

広島県立みよし公園へ行こう！みよし運動公園へ行こう！
申し込み・問い合わせ先　みよし運動公園（指定管理者ミズノ㈱）
� ☎（0824）62-1994　 （0824）64-0344

今年もＶプレミアリーグが始まっています。
広島市に本拠地を置くプロのバレーボールチーム JTサンダーズをみんなで応援しませんか？

　ラケットを持ったことがない方も大歓迎！無料体験レッ
スン（１人１回まで）を受けてみませんか？
対 象 　�キッズ（年中・年長）、ジュニア（小・中学生）、一般

（高校生以上）
� ※各クラスがありますので、まずはお問い合せください。

★ミズノテニススクール★

　「心身ともにリラックスしたい」「最近、運動不足で…」
とお考えの方大歓迎！無料体験（１人１回まで）実施中！
対 象 　�高校生以上　　　　　　 定 員 　20人

★ヨガスクール★

　音楽に合わせて楽しくダンスを踊って「リズム感」「柔軟
性」「体力」を身につけましょう！無料体験（1人1回まで）
実施中！
対 象 　�３歳～小学校２年生　　 定 員 　20人

★キッズリズムダンス★

JTサンダーズを応援！ 応援隊バスツアーの参加者募集

実 施 日 　�平成25年１月12日㈯
　対「FC東京」戦　16時頃試合開始

	 ※�14時から「パナソニックパンサーズ」対「大分三好ヴァ
イセアドラー」戦あり。

試合会場 　�広島県立総合体育館大アリーナ
「広島グリーンアリーナ」（広島市中区）

応募期間 　�12月10日㈪～ 25日㈫
企 画 　�JTサンダース交流事業実行委員会

（事務局：教育委員会社会教育課内）�
☎（0824）62-6191

応募定員 　135人 ※最少催行人数30人
参加対象 　�三次市民、市内の事業所・学校に通勤・

通学中の方
参 加 費 　�大人3,500円、高校生2,500円、

小・中学生2,000円�
※席はすべて２階席、お弁当・お茶付きです。

集合・出発 　�みよしまちづくりセンター
	 ※�取消料など、詳しい旅行条件についてはお問い合わせ

ください。

旅行実施  広島県知事登録旅行業　第2-380号
広島電鉄グループ 備北交通株式会社 たび館三次（土日・祝日休み）
三次市十日市東一丁目５番10号　☎（0824）62-3155　 （0824）62-1444

申し込み
問い合わせ先
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図書館へ行こう ! １月

93歳・現役漫画家。病気だらけを
いっそ楽しむ50の長寿法
著／やなせ　たかし　　出版社／小学館

　アンパンマンの生みの親、や
なせたかし。「十病人」と自身が
述べるほど、数々の病気にもめ
げず、人生を楽しみながら現役
の漫画家として活躍するパワー
は、とても 93歳とは思えない。
こんなふうに年を重ねたいもの
だと思える理想的な生き方が、

ユーモアたっぷりに描かれている。さすが、子
どもに大人気の漫画家と唸ってしまう。
　50の長寿法が大きな字で、しかもわかりやす
い言葉で具体的に紹介されているので、すぐに
でも実践できます。アンパンマンの顔を想像し
ながら読むと、楽しさ 100倍。ぜひ、ご一読く
ださい。

　ふたりの姉妹が、お母さん
に内緒で出かけた先は、ブ
ルーベルの森。そこには、ま
ほうの池があって、そこでふ
たりは、森の子をつかまえた。
女の子と森の子は、すてきな

友だちになったのですが…。
　森一面に咲く小さな花、光に照らされる木々
の葉、ひとつひとつがとてもぎっしりと繊細に
描かれていて、風やにおいまでも感じられそう
なすてきな絵に心が癒されます。
　女の子たちと、森の中へ出かけてみませんか？
どきどきわくわく、そしてあったかな気持ちに
なりますよ。

※日程が変更になる場合があります。
行 事 名 日 時 対 象

三次市立図書館　　☎（0824）62-2639　 （0824）63-2861
※場所はいずれも２階（畳の部屋）です。

このほんだいすき
ぷーさんの会 １月５日（土）　10：30〜 幼児から

ぐるんぱ １月９日（水）　10：30〜 乳幼児から
たんぽぽ １月19日（土）　14：00〜 幼児から
トトロのおはなし会 １月26日（土）　15：00〜 幼児から
君田図書館　　☎・（0824）53-7050
ばんびのお話広場 １月26日（土）　10：30〜 幼児から
布野図書館　　☎・（0824）54-2288
絵本の会「空色のたね」 １月17日（木）　10：00〜 乳幼児
絵本の会「空色のたね」 １月19日（土）　10：30〜 幼児から
作木図書館　　☎（0824）55-2115　 （0824）55-7010
絵本の会「どんぐり」 １月16日（水）　15：15〜 幼児から
吉舎図書館　　☎・（0824）43-4513
おはなし広場 １月５日（土）　10：30〜 幼児から一般
三良坂図書館　　☎・（0824）44-4506
おはなし会 １月15日（火）　10：30〜 幼児から
三和図書館　　☎（0824）52-3739　 （0824）52-3740
読書会 １月10日（木）　10：00〜 一般
絵本の広場 １月20日（日）　14：00〜 幼児から
おひざにだっこの
おはなしタイム １月23日（水）　10：30〜 乳幼児

甲奴図書館　☎（0847）67-3532　 （0847）67-3538
「へびくんのおさんぽ」
のお話し会 １月19日（土）　14：00〜 幼児から

まほうの森のプニュル
作／ジーン・ウィリス　絵／グウェン・ミルワード
訳／石井睦美　　出版社／小学館

新 着 情 報

図書館ニュース

月～金曜日

0120-307-344お問い合わせ
お申し込みは

〒728-0013　三次市十日市東5-19-1
株式会社三次ケーブルビジョン

携帯電話から
（0824）65-2211

再放送
週末版17　

時　
30　
分

三次市の番組
「市役所ほっとニュース」　 デジタル111Ch
毎週月曜日の「あっちこっち三次」の番組内で放送
※火～日曜日再放送あり（7：15・12：15・18：45）

「広報みよし朗読の時間」　 デジタル121Ch
毎月 17 日・18 日　９時～

当日 19：00・20：00・21：00・22：00・23：00　翌日 7：30・12：30
月～金曜日の「あっちこっち三次」を一挙放送　土曜日 20：00・22：00　日曜日 7：30・9：30

生放送
 ▶ニュース
 ▶特集
 ▶お知らせ
 ▶天気

20 分間三
次
の
話
題
満
載
！

12月28日㈮放送　2012年を振り返ろう！
市民の皆さんに聞いた！ 今年の重大ニュース

年末年始の休館日のお知らせ
三次市立図書館ほか

　12月29日（土）～平成25年１月３日（木）は休館します。本の返却は、ブックポストをご利用ください。
※�ビデオテープ・ＣＤなどの視聴覚資料は、平成25年１月４日（金）以降に、直接カウンターにお返しく

ださい。
※12月24日（月）は、全館、通常どおり開館します。

オススメ特集
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12月の納付 納期限は
12月25日（火曜日）です

納付相談はいつでも気軽にご相談ください。

人口総数………………………56,775人（－41人）
男………………………………26,831人（－18人）
女………………………………29,944人（－23人）
世帯総数………………… 23,816世帯（－９世帯）

12月１日現在　（　）は対前月比　※外国人登録を含む

人口の動き

降水量…………………………………… 94.5㎜
平均気温…………………………………… 8.1℃
最高気温………………………… 18.0℃（９日）
最低気温………………………… -2.3℃（28日）

気象庁〈三次地点〉　気象統計資料による

11 月の気象

警戒日……………………………… １月12日㈯
北部ブロック警戒日……………… １月12日㈯
路線別注意日（Ｒ54）… …………… １月31日㈭
県下一斉警戒日…………………… １月25日㈮

１月

交通事故が多発しています。安全運転を心がけましょう。！
警戒日 交通事故発生の可能性がもっとも高い日

交通事故多発予報

月間有効求職者数……………………… 1,289人
月間有効求人数………………………… 1,098人
月間有効求人倍率……………………… 0.85倍
求人募集・仕事の相談はハローワークへ！
☎（0824）62-8609　 （0824）62-1859

10月分

ハローワーク三次

求人・求職状況

本庁東館前 0.136 吉舎支所前 0.108
君田支所前 0.150 三良坂支所前 0.150
布野支所前 0.120 三和支所前 0.146
作木支所前 0.120 甲奴支所前 0.116

単位 マイクロシーベルト毎時

11月28日（水）　地上１メートルの高さで簡易測定

※�測定数値は、健康に影響するレベルではありません。
※�「放射線量の測定」についての詳細は、市ホームページをご覧ください。

11月の放射線量

●主な行事
奥田元宋・小由女美術館� 【12月12日（水）・１月９日（水）休館】
☎（0824）65-0010　 （0824）65-0012
11月２日㈮～
12月25日㈫ 犬塚勉展 －純粋なる静寂－

12月24日（月・祝） 開館時間延長日（21時まで）
お月見とロビーコンサートをお楽しみください

１月2日㈬～
20日㈰

学校連携鑑賞授業成果発表事業
「見た！描いた！撮った！－私の作品発表展」

はらみちを美術館� 【12月25日（火）休館】
☎（0824）53-7021　 （0824）53-2119
12月１日㈯～

１月27日㈰
MISTEE
天体写真展「天体の不思議」

12月22日㈯ ハンドベル・クリスマスコンサート
12月14日㈮ ふれあい広場　ティータイムday
三良坂平和美術館� 【月曜休館】
☎・ （0824）44-3214
11月18日㈰～
12月25日㈫ 美術館の可能性と小さな挑戦

１月５日㈯～
４月14日㈰ 柿手春三常設館　スケッチでデザイン

１月13日㈰～
26日㈯

企画特別展示館
広島県高等学校総合文化祭　三次地区作品展

美術館あーとあい・きさ� 【月曜休館】
☎・ （0824）43-2231
１月17日㈭～

27日㈰ 吉舎町内外の幼児・児童生徒作品展（保育所児・小学生）

吉舎歴史民俗資料館� 【月曜休館（祝日を除く）】
☎・ （0824）43-2231
11月13日㈫～

３月31日㈰ 明治・大正・昭和の広告と商標Ⅱ

三次市文化会館� 【12月19日（水）、１月16日（水）休館】
☎（0824）63-6335　 （0824）63-6337
12月14日㈮ 綾小路きみまろ爆笑‼スーパーライブ2012
12月15日㈯ 歌のおくりもの　聖夜の三次に響け声の祭典
12月24日（月・祝） 第７回ブラスバンド　クリスマスコンサート
広島県立歴史民俗資料館（小田幸町）
☎（0824）66-2881　 （0824）66-3106
１月20日㈰ 第２回歴風トーク「幕末の芸備」
１月25日㈮～

３月24日㈰ 歴史民俗展示「春を待つ　三次人形とひな人形」

２月３日㈰ 第３回歴風トーク「天皇の葬儀の変遷」

２月16日㈯ 第７回ふどきの丘探検教室
「こふんの森たんけん②野鳥かんさつ」

２月23日㈯～
３月31日㈰

早春の展示会「備後国府とその時代」
（府中市教育委員会、広島県立歴史博物館、広島県立歴史民俗
資料館共同企画）

総合窓口センター市民生活課保険年金係� ☎（0824）62-6134
▶後期高齢者医療保険料（普通徴収６期）

福祉保健部高齢者福祉課介護保険係� ☎（0824）62-6387
▶介護保険料（普通徴収７期）

【納付方法について】
　　財務部収納課収納係� ☎（0824）62-6128
【課税内容について】

　　財務部課税課市民税係� ☎（0824）62-6122

▶市県民税（普通徴収４期）
▶国民健康保険税（普通徴収６期）

お詫びと訂正
「広報みよし」11月号の記載に誤りがありましたので、お詫びして訂正します。
P19　�みんなの保険「みんなの国民年金」

「国民年金保険料の納付は「口座振替」が便利でお得です！」の説明部分

誤
毎月、現金で納付すると･･･
12月分14,980円…

１月末までに納付（納期限1月４日）
正

毎月、現金で納付すると･･･
12月分14,980円…

１月末までに納付（納期限1月31日）

0120-307-344お問い合わせ
お申し込みは

〒728-0013　三次市十日市東5-19-1
株式会社三次ケーブルビジョン

携帯電話から
（0824）65-2211

無料三次市後援
受講料

締切日：開催日の5日前� 定員：各10人
パソコン教室を次のとおり開催します。受講料は無料ですが、別途テキスト代金が必要です。
※申込締切日前でも募集定員になり次第締め切らせていただきますのでご了承ください。

十日市会場…㈱三次ケーブルビジョン

ピオネット パソコン教室のお知らせ
12　
月

十日市
会　場

年賀状コース（文字入力のできる方）

17日㈪～20日㈭ 10：00～12：00

１　
月

十日市
会　場

ネット初心者コース（パソコンを始めたい方）
21日㈪～24日㈭ 14：00～16：00
ネット実践コース（文字入力のできる方）
28日㈪～31日㈭ 14：00～16：00
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う
で

意
外
と
知
ら
な
い
も
の
。

ま
だ
ま
だ
あ
る

三
次
の
魅
力
を
再
発
見
！

み よ し
　発見再

香淀郵便局

作木変電所

香淀駅香淀駅

江の川
カヌー公園さくぎ
江の川
カヌー公園さくぎ

門田トンネル門田トンネル
香淀の
大イチョウ
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この広報紙は環境にやさしい再生紙と、大豆油インキを使用しています。

原則市内全戸に配布している「広報みよし」や「市ホームページ」の広
告は、市民の皆さんはもちろん、市内外へ大きな宣伝効果が期待で
きます。企業や商品のＰＲに、ぜひご利用ください！

「広報みよし」「市ホームページ」への広告募集中！
　毎月10日に発行している「広報みよし」を三次市ホーム
ページに掲載しています。平成24年４月号からは、PDF版
に加えて、「デジタルブック版」でご覧いただけるようにな
りました。タブレットやスマートフォンなどで、ぜひご利
用ください！

「広報みよし」デジタルブック版をご利用ください！

検 索
「広報みよし」のページ

http://city.miyoshi.hiroshima.jp/hisyo_m/kouhou/kouhou_.jsp

推
定
樹
齢
６
０
０
年
！

珍
し
い
ラ
ッ
パ
状
の
葉
を
も
つ

イ
チ
ョ
ウ
の
巨
樹

作木町香淀字神田460番地　迦
か
具
ぐ
神社境内

問い合わせ先　作木支所地域づくり係 ☎（0824）55-2112　 （0824）55-3678

香
こ う

淀
よ ど

の大イチョウ
　
今
回
ご
紹
介
す
る「
香
淀
の
大
イ
チ
ョ
ウ
」は
、

作
木
町
香
淀
地
区
の「
迦か

具ぐ

神
社
」
境
内
に
あ
り

ま
す
。

　
推
定
樹
齢
は
６
０
０
年
と
さ
れ
、
根
張
り
周
囲

17
ｍ
、
胸
高
幹
囲
７
ｍ
28
㎝
、
樹
高
約
32
ｍ
で
、

イ
チ
ョ
ウ
で
は
県
内
第
３
位
の
大
木
で
す
。
通
常

の
扇
状
の
葉
と
、
全
国
的
に
も
珍
し
い
ラ
ッ
パ
状
の

葉
を
つ
け
る
こ
と
が
特
徴
で
、
平
成
２
年
12
月
25

日
に
は
、
県
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
大
イ
チ
ョ
ウ
は
、
実
を
つ
け
な
い

雄
株
で
す
が
、
す
ぐ
近
く
に
雌
株
も
あ
り
、
雌
株

は
毎
年
た
く
さ
ん
の
実
を
つ
け
ま
す
。

　
例
年
11
月
上
旬
頃
か
ら
葉
が
色
づ
き
始
め
、
11

月
下
旬
に
か
け
て
、
鮮
や
か
な
黄
色
一
色
に
染

ま
っ
て
い
き
ま
す
。
や
が
て
、落
ち
葉
と
な
っ
て
、

あ
た
り
一
面
を
金
色
の
じ
ゅ
う
た
ん
が
覆
い
つ
く

す
12
月
上
旬
頃
ま
で
、
市
内
外
か
ら
訪
れ
る
観
光

客
や
カ
メ
ラ
マ
ン
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。

（平成24年11月22日撮影）


